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ボブと僕は、二人で会社を興したば

かりだった。

二人とも大学を出立てでやる気には

あふれていたけど、後ろ盾になってく

れる人なんていなかったから、その過

程で恐ろしいほどの借金を背負い込ん

でいた。

だから、その４日間のビジネス・コ

ンベンションへの参加費は、僕らにと

っては大きな負担となった。

それでも、僕らは投資すべきだと決

断したんだ。のるかそるか――始まっ

たばかりの僕らのビジネスが、日の目

を見るか破滅するかの勝負だと思って

いた。

当然、飛行機に乗る予算なんてなか

ったから、車で長旅をし、なんとか前

日に現地入りした。
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数ヶ月前、このコンベンションへの

参加登録をする時、宿泊費を節約しよ

うとしたのは確かだ。だけど、それは、

ツインルームでいいと考えていたわけ

で、まさかキングサイズのベッドがひ

とつだけの部屋だとは思っていなかっ

た。

その部屋に入ると、大きなベッドの

上に、コンベンション参加者向けの資

料やあれこれのツールが並べられてい

た。

「ブライアン、その封筒とかをまとめ

てくれ。部屋を変えてもらいに行こう」

「ああ。‥‥えっ!? マジかよ！ ボ

ブ、どうやら、それは無理みたいだ」

「ん？ どうした？」

「これ、見てみろよ」

僕は、ツールのひとつを手にとって、

ボブの目の前に差し出した。

「‥‥えっ、マジかよ！」
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ボブは、僕が言ったのと同じ言葉を

繰り返した。その顔がさっと青ざめた。

「どうして、こんなことになっちゃっ

たんだ？」

僕が口にすると、ボブは、それより

少しだけ前向きなことを言った。

「これから、どうしたらいいんだ？」

どうやら、ダブルルームは、まちが

いじゃなかったらしい。

参加登録の段階で「経費節減」にば

かり気を取られ、僕らは「夫婦同伴」

という項目を選んでいたようなのだ。

参加者用のネームプレートはたしか

にふたつあり、ひとつは「Mr. ロバー

ト・ジョーンズ」となっていたが、も

うひとつは、ファーストネームをあと

で書くよう空欄にしたまま、「Mrs.

・ジョーンズ」となっていた。

崩れ落ちるようにそのベッドに腰か

けたボブは、そこにあった書類に目を



4/143

通すと、さらに落ち込んだ顔になった。

「これは、どうしようもないな」

そう言って、その書類を僕に差し出

した。

「‥‥えっ、なんてこった。こんな金、

ないよ」

僕は、困惑して髪をかきむしってい

た。

その書類によれば、僕らがあらため

て二人の人間として登録し直すには、

さらに１万7500ドル追加しなければな

らないのだ。そんな金は残っていない。

でも、だからといって、二人のうち

一人だけで参加するというわけにもい

かなかった。商談しなければならない

相手は、あらゆる分野にわたり山のよ

うにいたし、一分の猶予もないほどの

イベントの予定を二人で組んでいた。

どちらか一人だけの参加では、いわば

参加しないのと同じなのだ。
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「わくわくしながらやってきたっての

に、これで一巻の終わりってことか」

僕は、そう嘆きながら、なにか考え

込んでいるボブの隣に腰掛けた。

「‥‥ひとつだけ、方法がないわけじ

ゃないけどな」

ボブは、どこか曖昧な顔で言った。

「でも、そんなこと、お前に押しつけ

るわけにもいかないし‥‥」

「なんの、ことだ？」

僕は、藁にもすがる思いできいた。

「ブライアン、大学二年の時のハロウ

ィン・パーティ、覚えてるか？」

ボブが言ったのはそれだけだった

が、僕には、彼がなにを言いたいのか

わかった。

あの時、僕らは寸前までパーティの

ことを忘れていて、仮装のための衣装

を用意していなかった。で、当時つき

合っていた女の子たちが、自分たちの
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服でドレスアップしてくれたのだ。

といっても、それは、そんなたいし

たもんじゃなかった。

だらっとしたロングスカートの下は

ジーパンをまくり上げただけだった

し、トップスも彼女たちのを借りたわ

けじゃなく、ふだん着ているシャツの

下にとりあえずパッド入りのブラをつ

けたというだけだ。他の学年の時のパ

ーティみたいに「衣装」に凝ったわけ

じゃなかったんだ。かつらもアクセサ

リーもなし、すね毛丸出しで‥‥要す

るにひどい格好だった。

化粧にしても、ボブはちょっと口紅

を塗っただけだった。

ただ、僕の彼女は、僕にもう少しい

ろんなことをした。口紅、アイライン、

アイシャドー、マスカラ‥‥、それら

は僕を、僕が思っていたのよりずっと

女っぽくした。小柄で華奢な体とヘア
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バンドのせいか、僕は、それだけでけ

っこうかわいく見えたのだ（まあ、毛

ずねを除いてという話だが）。

それは、僕にとって唯一の女装経験

だった。

「ボブ、でも、あれは、ハロウィンだ

ったからで‥‥」

「ああ、わかってる。忘れてくれ」

そのあと、僕らは、しばらく黙り込

んでベッドに座っていた。ボブは敗北

感にうちひしがれた感じで、膝にひじ

をつき頭を抱えてこんでいる。

僕の方も頭を抱えていたが、その頭

の中は、今のボブの言葉にとらわれて

いた。どう考えても、今、僕らに選択

肢はない。つまり、ボブの言ったこと

が唯一の選択肢だということだ。

「うまくいくと思ってるのか？」

僕は、ボブの方を向いて言っていた。

「うまくって‥‥？」
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「だから、これ」

僕は、例の配偶者用ネームプレート

を示しながら言った。

「ああ、まちがいないよ！」

即座にボブは、そう言って立ち上が

った。

その目の中でスパークした希望の光

が、あっという間に熱を帯びた。そん

な簡単なことじゃないはずなのに、決

断はすでになされ、問題は‥‥すべて

の問題は解決し、僕らがベンチャーに

かけた情熱はふたたび燃え上がったよ

うだ。

「‥‥やべ」

僕は、ことが動き出すのを阻む最後

のチャンスを逸したことを悟り、小さ

くつぶやいた。

「さあ、忙しくなるぞ。やらなきゃい

けないことはいっぱいあるからな、ブ

ライアン」
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ボブはもうプランニング・モードに

切り替わっていた。

自分のノートパソコンを取り出し、

部屋のインターネット端子につないで

いるボブを見て、僕は、他に方法はな

いものかとコンベンション資料にもう

一度目を通した。すると――

「ビンゴ！」

ボブはすぐにそう言い、今度は携帯

電話をとり出した。

その電話で、ボブが今の状況をあま

りに正直にしゃべっているのが信じら

れず、僕はノートパソコンの画面をの

ぞいた。

そこで、驚くと同時に納得もした。

このコンベンションが開催されてい

る街はかなり大きい。たしかに、その

手のフェティッシュな――つまり、ト

ランスジェンダーのコミュニティーを

お得意様にしているような――店もあ
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るわけだ。

「‥‥マジかよ」

僕は、画面上のシリコンのブレスト

フォームを見つめながら、ボブの背中

につぶやいた。

「よし、行こう」

電話を切ると、ボブは言った。

「俺たちが行くまで、店を開けててく

れるってさ」

ものごとが急テンポで進んでいたこ

とは、きっとよかったんだろう。もし、

少しでも考える余裕があったとした

ら、僕はその進行にブレーキをかけて

いたにちがいない。

そんな間もなく、ボブと僕は、その

フェティッシュ・ショップで、何を買

ったらいいか店長と相談していた。

店にはビジネスコンベンション向き

の服はあまりなかった。でも、「女の
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子をつくる」ためのアイテムならいっ

ぱいあった。レジのそばには、次々に

そんな商品が積み重ねられていった。

そこには、僕の「男のもの」を折り

曲げ、股の間に固定する革ひものよう

な下着があった。下半身に女らしいカ

ーブを与えるパッド入りのガードルや

残酷なほど硬い芯の入ったコルセット

があった。ブラや脱毛剤もあった。

神経質になっている僕がいちばんビ

ビったのは、「胸」を選んだときだっ

た。

不幸なことに、トランスジェンダー

の世界には、普通サイズの胸の需要は

ないようだ。その買い物の山に加えら

れたＣサイズのニセおっぱいを見て、

僕は不安になった。さらに、それらを

僕のボディに固定するという「医療用

接着剤」にも不安が募った。それは、

カクテルドレスで出る正式のディナー
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があると聞いた店長がつけ加えたもの

だった。

「お客様の言うようなオープントップ

や背中の開いたドレスを着るのなら、

ブラは使えませんよ」

彼は、そう言って、そのクレージー

な接着剤のチューブを渡してよこし

た。

「これなら、そのブレストフォームを

貼りつけっぱなしで、少なくとも１・

２週間はもつはずです」

化粧品の選択はけっして気持ちの弾

むものではなかったし、ラメのたくさ

ん入ったものや七色に輝く特大のつけ

まつげなんかは、当然、除外された。

僕らがごく普通のパンケーキやおとな

しめのウィッグを選んでいるのを見た

店長は、熱意があるとは言えない様子

にすぐ気づいたようだ。

「トランスジェンダーの人をお得意に
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している美容師の知り合いがいるんだ

けど」と彼は言った。

「彼女に頼めば、すべてうまくやって

くれますよ。ヘア・エクステンション

とか、それに、ヒゲのレーザー脱毛と

か。永久脱毛じゃなくて、でも、３週

間くらいはベビーのような顔に保つや

り方でね」

「紹介してもらえますか？」

僕が何か言う前に、ボブがそれに飛

びついていた。

「もちろん。ちょっと待ってて」

そう言うと、彼はすぐに電話した。

その結果、僕は、翌朝９時にアポイ

ントができ、それまでに顔以外の全身

の脱毛をすませておくことになった。

僕らは、ふた袋になった買い物と、

明日、服を買うときのためのサイズの

メモをもらい、その店をあとにした。
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次の朝、先にホテルの部屋を出てい

ったのはボブの方だった。僕が手伝え

なくなったぶん、コンベンションの事

前準備が大変になったからだ。

脱毛を終えたところで、その姿を鏡

に映し、僕は文字通りショックを受け

ていた。ただ脱毛したというだけなの

に、僕の体は妙に女っぽく見えたのだ。

不安はいよいよ募ったけれど、列車

はすでに動き出していた。

教えられたとおり、僕は、ヒゲも剃

っていない汚い顔でボタンダウンのシ

ャツを着、そして、僕の「ガール・メ

イキング・セット」を持って街に出た。

ありがたいことに、そのアポイント

は、美容院とかではなく、プライベー

トな部屋だった。

ジャネットというその美容師も、僕

の置かれたシチュエーションをすぐわ
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かってくれて、僕に気を使わせなかっ

た。彼女のいつもの客のように、した

くてしているのではなく、必要に迫ら

れてやっているという僕の立場をじゅ

うぶんに理解し、いちいちこちらの判

断を仰ぐことなく、ことを進めてくれ

たのだ。

「まず先に、服の方をやっときましょ」

彼女はそう言った。

「でも、まだ女の服なんて、なにも買

ってないですよ」

「お化粧さえすれば、たとえどんな服

を着てても、あなたは男には見えない

と思うわ」

彼女は、そう言いながら微笑みかけ

た。

「だけど、出るとこは出てた方がいい

でしょ。ことに、このあと、服を買い

に行くんだとしたらね」

「ああ、なるほど」
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「それにね‥‥」

うなずいた僕に、彼女は、さらに笑

いながらつづけた。

「つけ爪がとれるんじゃないかとか心

配することになる前に、かたづけとい

た方が楽だと思うの」

それで、バスルームに入った僕は、

なんだか情けない男性自身をたたみ込

み、肋骨をきしませる下着の中に体を

縛りつけた。

ハチのようなウエスト、女っぽいヒ

ップライン、びわ型のお尻、そして、

出っ張りのない下腹部‥‥僕は、この

日二度目の衝撃に震えていた。

緊張にびくびくしながらバスルーム

を出ると、ジャネットのやさしい微笑

みが、ふたたび僕を落ち着かせてくれ

た。

そのあと、彼女の手助けと医療用接

着剤の力で、僕は、Ｃカップ分の目方
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が僕の胸の肌を引っ張るのを感じるこ

とになった。でも、ジャネットがブラ

をつけてくれると、その重みは緩和さ

れた。

その上からシャツを着てボタンをは

め、ふだんより大きなお尻をズボンの

中にねじ込んだ。そんな体のカーブと、

出っ張っていない前の部分のライン

は、最後の５つめの穴でとめることに

なったベルトによって、さらにアクセ

ントがつけられた。

僕は、危険なくらいホットでかわい

いボディを手に入れていた。

「長い髪をつけたあなたを見るのが待

ちきれないわ」

ジャネットは、どこか興奮したよう

に笑いかけた。

「でも、つけ爪がきちんと貼りつくま

でに、髪とかをやるのと同じくらいの

時間がかかるから、そっちから始めま
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しょうね」

とりあえず僕は、うなずくしかなか

った。

ジャネットが、長いアクリル製のつ

け爪にのり付けし、貼りつけ、ヤスリ

をかけ、それらを僕の体の一部にして

いる間、僕はどうでもいいような世間

話をしながら、他人事のように見てい

た。

その、シルクコーティングされ優雅

に磨かれたフランス製のネールチップ

は、僕の手を、まちがいなく「可憐」

という感じに変えていた。

そのあとされた、光沢のあるピーチ

のペディキュアは、僕の足を、確実に

かわいいものに見せていた。

顔のレーザー脱毛は、かなり痛かっ

た。

そのプロセスは、僕のヒゲの上にお

かしな臭いのするクリームを塗ること
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から始まった。

そのクリームが落ち着いたところ

で、ジャネットは、僕をなにかの照明

装置のようなものの下に寝かせ、その

光線を僕の顔の上で毛穴をたどってい

るらしいルートで動かし、ヒゲを焼い

ていった。

その作業が終わると、彼女は僕の肌

をモイスチャー・ローションでマッサ

ージした。まだ少しヒリヒリしたけれ

ど、僕の顔は、まるで赤ん坊のように

すべすべになっていた。

次に彼女は、髪の作業にかかった。

「何色がいいかしら？」

「今の髪色のままじゃ、だめかな？」

そうきくと、ジャネットはおかしそ

うに笑った。

「エクステンションで、まったく同じ

色ってわけにはいかないわよ」

そして、まだ笑い声でつづけた。
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「だから自毛も染めなきゃいけないの。

どんな色がいい？ ブロンド、ブルネ

ット、赤毛‥‥？」

「ブロンド」

僕は、適当に答えていた。

「そうね、ブロンドの方が、なにかと

お楽しみも多いっていうわね」

彼女は、そう言ってからかってきた。

いやな臭いとともに、自分の髪が輝

くブロンドに変わっていくのは、なん

だか妙な気分だった。

ジャネットが僕の自毛にヘアエクス

テンションを編み込んでいく長いプロ

セスが始まったところから、僕はそれ

を見ることができなかった。その前に、

彼女が、仕事場の壁に一枚だけしかな

い鏡から、椅子の向きを変えてしまっ

たからだ。

彼女は手際よくやっているようだっ

たが、それが終わるまでには、ずいぶ
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んの時間を費やした。

レイヤーにカットし、形を整え、髪

にハイライトを入れ、大きめのウエイ

ブをつけたあと、最後に彼女はスプレ

イでセットした。

「眉の形を整えさせてね」

彼女はそう言い、僕が返事する前に、

すでに毛抜きを顔に近づけていた。

「‥‥あの、あと、どのくらいかかり

そう？」

ジャネットが引き抜きつづける眉の

痛みが、まるで永遠につづくような気

がして、僕はびくびくときいた。

「あとちょっとよ、お嬢ちゃん」

彼女は、笑いながらそう答えた。

「‥‥オーケー、こんなもんね。メイ

クのしかたを覚えられるように、椅子

をまわすわね」

「‥‥えっ、うそ！」

鏡を前にして、僕はおろおろとうろ
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たえながら、つぶやいていた。

「‥‥これが、‥‥僕？」

「ねっ、美人でしょ」

けっして商売上のお世辞などでな

く、彼女は自分の技術への自負をも込

めて微笑んだ。

ファンデーション、フェイスパウダ

ー、アイライナー、アイシャドー、チ

ーク、マスカラ、リップライナー、口

紅、さらに「あなたの眉をよりセクシ

ーに印象づけるための」ブローペンシ

ル‥‥そんな作業をしながら、ジャネ

ットは、何をすべきか、そしてそれ以

上に、何をしてはいけないかを説明し

てくれた。

僕はもう、消えてなくなっていた。

服でさえ、ぼくがかつてブライアンと

いう名の人間であったという証拠には

なりえなかった。

鏡の中にいるのは、信じられないほ
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ど理想的な女性‥‥もし僕がかたわら

にいたら、肩を抱きたくなるような女

性だった。

ジャネットに感謝の気持ちを伝えな

がらも、僕はまだ、ショックと信じら

れない思いの中でおろおろしつづけて

いた。

最後に別れの言葉を交わし、そのメ

イクされた顔と、恥ずかしい思いと、

恐怖と、そして女らしい不安感ととも

に、僕は外に出た。

でも、そんな心配はいらないのかも

しれないという気もした。

今の僕は、それなりに「いい女」に

見えるはずだ。そんな思いが、僕を突

き動かした。

今、計画を中止しなければならない

理由なんて、なにもないだろう。

ジャネットと過ごす間、ずっとして

いた世間話には、髪やメイクについて
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のこと以外に、買い物にふさわしい店

の情報もあった。

街はずれのショッピングモールは９

時まで開いているということだった

が、僕は急ぐ必要を感じた。

「アン・テーラー」という店で試着

室に入った時、僕はまるで幻覚の世界

に入り込んでしまったような気がし

た。そして、選んだ服を次々に着てい

くうち、そんな感覚はますます拡大し

ていった。

ブライアンの服でさえあれだけ「い

い女」に見えたのだ。考えてみれば当

然なのに、ぴったり合った服を試着す

ることでどれほどすごい美人になれる

かということに、僕は心の準備ができ

ていなかったのだ。

なんとかそれをやり終え、その「さ

なぎの部屋」から出てきたとき、僕は、
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きっちりした仕立てのビジネススーツ

４着と、赤いワンピース１着を手にし

ていた。どれも、砂時計のようにくび

れた体の線を強調し、すそが太腿の真

ん中あたりまでしかないものだった。

「ロード・アンド・テーラーズ」と

いう店でも、ものごとはだいたい同じ

ように進行した。僕はそこで、数着の

カクテルドレスと１着のイブニングド

レスを買っていた。そのどれもが、「セ

クシー」という描写がぴったりだった。

選んだ服に合わせて、アクセサリー

選びもした。それがどれほど数が多く

てややこしいものであるかに、僕は驚

いた。

次にストッキングを買い、僕はすぐ

に女子トイレでそれを履いてみた。

耳にピアスをあけたのは、その場で

決めた予定外の出来事だった。クリッ

プ式のイヤリングが、あまりにきつく



26/143

て痛かったからだ。

目もくらむほど鮮やかな青のコンタ

クトレンズを買ったのも、まあ、僕の

気まぐれだ（だって、ブロンドのロン

グヘアによく似合ったんだもん）。

「あら、ボビー！」

その電話に、僕は女の子っぽい声で

出た。ちょうど、「ナイン－ウエスト」

という店で、女店員が、ストッキング

に包まれた僕の足首にかわらしいスト

ラップをとめている時だったのだ。

「おい、もう７時だぞ！ いったい、

どこで何してるんだ、プライアン」

「もう少しで、買い物が終わるわ」

僕は女の子っぽい声でつづけた。華

奢な体つきには、その方が自然だと思

えた。

「買い物？ まだ？ 今夜とあと四日

分の服を買うだけなんだろ。何をぐず
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ぐすしてるんだ」

「男の子って、わかってないのね」

僕は、そうはぐらかしてから言った。

「タクシー代を節約したいでしょ。車

で来て拾ってくれない？ そしたら、

いっしょに夕食もとれるしね。ここま

でなら、30分くらいで来られるはずだ

から」

モールの中にある噴水のへりに腰掛

け、たくさんのショッピングバッグを

まわりに置いた僕は、ボビーが、僕を

見つけ出そうと行ったり来たりしてい

るのを見ていた。

すでに何度も目に入っているはずな

のに、気づかないのだ。

僕はクリーム色のキャミソールに、

ぴったりとした千鳥格子のビジネスス

ーツを着ていた。腿の中間あたりから

露出し組まれた脚の薄いヌードストッ
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キングは、クリーム色のパンプスまで

の間で光沢ある輝きを放っていた。

と、ボブが、ちょっとイライラした

ように、携帯のフリップを開けた。

「‥‥ブライアン！ 俺は、もう着い

てるんだぞ。いったいどこにいるん

だ！」

「噴水の方を振り向いて、近くにいる

かわいい子を探してみて。この15分間

に、もう何度も目は合ってるんだけど

ね」

見ていると、こちらを向いたボブの

顔が、スローモーションで驚きの表情

に変わった。

「マジ‥‥かよ‥‥。ブライアン？」

電話の中で、ボブがつぶやいた。

「僕‥‥あたしだって、信じられない

もん」

アイコンタクトをとりながら、僕は

正直に答えた。
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ボブが近づいてきたので、僕はスカ

ートのすそを直しながら立ち上がっ

た。

そして、ボブの手を取り身を寄せて、

その唇にあいさつのキスをした。彼は

ショックに、思わず声を漏らした。

「うっ‥‥！ な、なんてことを」

さらにそう言いながら、後ずさった。

「べつに、なんてことないでしょ」

僕は平然とそう言いながら、買って

おいた指輪をボブの指にはめた。僕の

方は、輝くジルコニウムの指輪と、お

そろいのブレスレットをしていた。

「だって、あたしたち、結婚してるわ

けだから、こういうちょっとしたこと

に慣れておかないといけないんじゃな

い？」

ボブはさっきのキスからまだ立ち直

れないらしく、黙ってうなずいた。

「このたくさんの紙袋、あたしの代わ
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りに持ってくれない？ ボビー」

僕はほくそ笑みながら、言った。

「あ、ああ。もちろん、プライアン」

「ボビー、こんなカッコしているうち

は、その呼び方はまずいんじゃないか

な？」

「じゃ、じゃあ、なんて呼べばいい？」

「あなたの好きな名前にしていいわよ」

「‥‥ステーシーなんて、どうかな？」

「いいわね、それでいきましょ」

僕はすぐにうなずいた。

「オーケー、ステーシー」

ボブは、注意深くそう呼びかけた。

「この荷物をホテルに置いて、それか

ら食事だな」

「えっ‥‥、マジかよ。ステーシー」

そのたくさんの紙袋を車に積んでい

る時、やっと気づいたらしく、ボブは

言った。
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「これ、いったい、いくら使ったん

だ？」

「すごくたくさん。でも、もう一人分

の登録料よりは、ずっと安いわ」

荷物を積み終わると、ボブは、ほと

んど本能的という感じで、僕のために

助手席のドアを開けてくれた。そして、

僕が座席にお尻を落としたあと、シル

キーな脚をそろえて車内に引き入れる

のを、首を振りながら見つめていた。

「ステーシー、素敵だよ。君がこんな

ホットな女になるなんて、信じられな

いよ」

彼は、まだショックの中にいる口調

で言った。

「ありがと。あたしも、そう思うわ」

どんな失敗をして恥をかくかわから

ないので、僕らは、部屋で二人きりに

なったときも、キャラクターに扮して
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いようと決めた。

ただ、それはちょっとうっとうしい

ことだった。たとえば、ディナーの前

にも「化粧直し」が必要なのだ。アイ

シャドーと口紅を濃いめの色に変えた

り、マスカラをちょっと強めにしたり、

香水をつけ直したりといったふうに。

「君は、ほんとに素敵だよ」

ボブが、また信じられないという感

じで言った。

「同じこと、何度も言わないで、ハニ

ー」

僕は、既婚者カップルらしいイメー

ジを高めるために、またちょっとちが

う言い方をしてみた。もっとも、そん

な思いとは別に、顔が赤らんだのは確

かだが。

「‥‥でも、うれしいわ」

「そうだろ、ダーリン」

夫婦らしい愛情表現の言葉に照れな
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がら、ボブは笑い返した。

ホテルのレストランに行くために、

エレベータまで歩いているときだっ

た。廊下の反対側から、別のカップル

がやってくるのに気づき、二人とも不

器用に緊張してすれ違った。

「もうちょっと、くっついてた方がい

いかもね」

通り過ぎたところで、僕が言った。

するとボブは、なにかを決意するよ

うにうなずき、僕の体に腕をまわして

きた。

「‥‥ちょ、ちょっと、やめてよ、ボ

ブ！」

僕はそう言いながら、その手をもっ

と自然に、僕の背中に当てるように移

動させた。

「ゲイとかになりたいわけじゃないん

でしょ。今のじゃ、まるで、そんなふ
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うじゃない。こんなこと、ぜったい誰

にも話せない」

「あ、ああ、そうだな。ごめん、ステ

ーシー」

「変なこと考えちゃ、ダメよ」

僕は、彼に寄りかかるようにして、

寛大な微笑で、そうからかった。

でも、彼は、こわばったままで、そ

れに笑い返せないようだった。

「いい子ね、あなた」

僕は笑い出さないように気をつけな

がら、つけ加えた。

僕ら二人にとって幸いなことに、ボ

ブの方が、それに吹き出してくれた。

ディナーは、なんだかへんな感じだ

った。それが、あまりにもふつうに進

んだからだ。

僕らは、会話しているうち、お互い

の役に相互作用を受けるように没入し
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ていき、いつしか、すべてについてま

ったく違和感を感じなくなっていた。

ワインのせいだったかもしれない

が、女らしさへの感情移入は、いつし

か僕を本物の女のような気持ちに導い

た。

さらに奇妙なことに、僕は、実際に

ボブの妻であるような感覚を持ち始め

ていた。

背中に手を添えてテーブルまで導い

てくれたことや、椅子を引いてくれた

こと、お互いの個性の深いところで結

びついている心地よさを感じたこと、

うちとけた笑いやお互いへの気づか

い、二人掛けのテーブルの小さささえ

ロマンチックな感じで、それらすべて

が、まるでデートのような雰囲気を醸

し出していた。そして、食事が終わる

まで、僕は、それを、少なからず楽し

んでいた。
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「‥‥マジかよ」

黙ったまま部屋まで連れ帰るボブの

腕にしがみつくようにしながら、僕は

自分自身にそう言っていた。

今夜は、まちがいなく魅力的なデー

トだった。もしこれが、現実の男と女

だったらという話だが。

寝るまでにやることが多くて、想像

していたよりずっと時間を取ってしま

った。

それらが終わり、僕は、ゆったり休

むために持ってきた大学のロゴ入りＴ

シャツとショートパンツ姿で、バスル

ームの鏡の前に立っていた。

鏡の中では、ステーシーという名の

女性が、僕を見つめ返していた。パッ

ド入りガードルをとり、メイクも落と

したというのに、じゅうぶんにそう見

えるのだ。
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髪、すべすべの脚やボディ、爪、眉、

ふさがるといけないのでとれないピア

ス、そしてもちろん、ノーブラでもＴ

シャツを押し上げている胸‥‥それら

すべてが、僕を就寝前の女性に見せて

いた。

「えっ、何してるの？」

僕は、ボブが小さなソファに体を押

しこもうとしているのを見て言った。

「ステーシー、ベッドの準備はできて

るよ」

「なに馬鹿なこと言ってるの」

僕は、自分でも驚くくらい強い口調

で言い返していた。

「明日は忙しい日になるのよ。しっか

り寝とかなきゃいけないでしょ」

「ベッドは君が使えよ。俺はいいから」

「大学時代にヒッチハイク旅行をした

ときには、もっと小さなベッドに、も
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っとたくさんの連中が寝たはずよ。ボ

ビー、あなた、なに考えてるわけ？」

「ああ、それはそうだけど、でも‥‥」

ボブは、驚くほどおどおどした感じ

で言った。

「マジで言ってるわけ？」

そうきくと、ただうなずき返した。

「ボビー、あたしは‥‥いや、僕は、

僕なんだ‥‥ぜ。馬鹿なこと考えるの

は、やめてくれよ！ 僕は、君の‥‥

その‥‥あれやこれやを触りたいなん

て、これっぽっちも思ったことはない

んだからな。ちッ‥‥、たしかに、僕

自身、こんなふうに変身したことに興

奮はしてるさ。だけど、忘れないでも

らいたいのは、それとこれとは別問題

だってことだ。それなのに、君は、僕

がすっかり‥‥その気になってるとで

も思ってるのか！」

ボブは、僕の方をじっと見ながら、
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僕の突然の爆発の意味を考えているよ

うだった。

僕の方は、どうしたわけか、ボブを

ソファで寝かせないということにこだ

わっていた。

いっしょに寝ることが‥‥いっしょ

に寝ても平気だということが、僕が現

実世界や現実の僕自身とつながってい

るための「命綱」だとでもいうように

感じていたのだ。

ボブにしてみれば、ソファで寝る方

が、ずっとゆっくり休めるということ

かもしれないのに。

「そうだな、ステイシー。いつもどお

り、君の言う方が正しいよ。べつに変

な意味はなかったんだ。ごめん」

あやまるボブに、ちょっと考えたあ

と、僕は答えた。

「僕の‥‥あたしの言ったことも、変

な意味にとらないで‥‥ね」
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ボブがさっさと起き出し、ホテルの

ジムにトレーニングに出かけたようだ

ったので、その間に僕は、朝の新たな

ルーティンとなった身づくろいをし

た。

鏡に映った姿は、僕をまた呆然とさ

せた。ヒゲを剃らなくていいのはあり

がたかったが、やはり、なんだか奇妙

な感じだった。それでも僕は、けっこ

ううまく、ヘアセットやメイクをこな

した。時間をかけて、ジャネットのや

ったことをひとつずつ思い出しながら

やったおかげだろう。

そのあと僕は、自分自身の体を絞り

上げ、ストッキングに脚を通し、シル

クの赤いミニワンピースを着、そして、

４インチの赤いピンヒールを履いた。

アクセサリー類を着け、香水をスプレ

ーしたところで、汗をかいたボブがジ
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ムから戻ってきた。

「‥‥マジかよ、ステーシー。すごく

素敵だ」

「ありがと」

僕は、そのワンパターンのコメント

が気に入らず、素っ気ない口調で言っ

た。

ボブは、そのまましばらく僕を眺め

ていたけれど、やがて、思い出したよ

うにバスルームに駆け込んだ。僕は、

そんなボブのしたいようにさせてい

た。

「俺が準備してる間に、スケジュール

でも調べといたら？」

バスルームのドアの向こうからボブ

が言った。

それで、コンベンションのツールの

封筒を取り上げた僕は、小さなワンピ

ースに例の名札をとめる場所を見つけ

たあと、インフォメーションのパンフ
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レットに目を通した。

僕らが出展することになっているブ

ースでの仕事はもちろんだが、それ以

外にも、会っておくべき人がいっぱい

いたし、見ておくべき展示もたくさん

あった。

それに、どうやら、僕らがやってい

るこの仮面劇は、思わぬ特典をもたら

しそうな気がしてきた。

ビジネスというものは、世の中の人

が思っているよりずっと、社交の場で

生まれるものだ。僕らが、二人で平然

と「ガラ・ボール」(大規模なダンス

パーティ)に参加できることや、僕が、

女性向けに催されるサブ・イベントに

出席できることは、カバーできるビジ

ネスの機会が圧倒的に増えるというこ

とだろう。

ボブに連れられコンベンションへの
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参加手続をすませたあと、僕は、背中

に軽く添えたボブの手に導かれ、朝食

をとりに行った。

じつは、この日の日中、僕らがまと

もに言葉を交わしたのは、この朝食が

最後の機会となった。あとは、30分ご

とにブースの「店番」を交代する瞬間、

顔を合わせただけだ。

そんな時、僕らは、幸せな夫婦とし

て、できるだけ自然に見えるよう努力

したわけだが、そこで交わしたあいさ

つのキスは、当初、どうしても緊張し

た不自然なものになった。ところが、

驚いたことに、そんな不自然さは長く

つづかなかった。この日の日程が終了

するまで何度も繰り返すうち、そのキ

スがあたりまえの日常的な行為のよう

になっていったのだ。

そのあと、イブニング・カクテル・

レセプションに出る準備をしようと自
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室へ向かう途中で、僕とボブは鉢合わ

せしたのだが、そこでも僕らは、ほと

んどなにも考えずにあいさつのキスを

交わしていた。それはすでに、ごく「自

然なこと」になっていた。

僕が化粧を直し身づくろいをする

間、ボブはそれを待ちながら、今日の

成果のメモを比べていた。僕は、薄い

黒のストッキングと細身の赤いカクテ

ルドレスに着替えた。ホルターネック

で、首の後ろで結んだリボンの下に、

背中が大きく開いているデザインだ。

「ステーシー、それもすごく素敵だよ。

いや、それじゃ、ちゃんと言えてない

な。君は、気絶するくらい素敵だよ」

ボブが新しい服に合わせたリアクシ

ョンをしようとするのが、おかしいよ

うなかわいいような気がして、僕は思

わず微笑んでいた。なんだか、うれし
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かった。

と、ボブがつづけた。

「その服だけじゃなく、君の今日の働

きにも感心したよ。僕の二倍近くも見

込客をつくってるんだからな」

「赤い服の女の販売能力を、過小評価

しちゃダメよ」

ホブはそれに笑いかけたが、こちら

を見て、その笑いを引っ込めた。

「もしかして、マジで言ってるわけ？」

「ボビー、こんな言葉があるのを知っ

てる？ セックスこそ真の売り物だ‥

‥って。最初は気味悪かったけどね。

だって、そこにリストアップしてある

男たちはみんな、じつはあたしをもの

にしようと思って近づいてきたんだも

ん。でも、彼らを非難することはでき

ないわね。みんな、あたしの正体を知

らないわけだし。それで、彼らと話し

てる最中に、商談を持ちかけて、色よ



46/143

い返事を引き出したってわけ。まあ、

リングがあたしを守ってくれたおかげ

だけどね」

「えっ、リング？」

ボブは、話が見えなかったらしく、

聞き返した。

「うん、結婚指輪。男の人って、結局

みんな、さかりのついた犬ね」

「男の人‥‥ってか？」

ボブは、そう言って笑い出した。

「身に覚えがあるでしょ？」

「ふふ、そろそろ行こう。ステーシー」

「もう一分だけ待って」

僕は、素足に感じるカーペットの感

触を楽しみながら言った。

「あたし、ハイヒールのせいで、死に

そうなんだから」

そのカクテルパーティの間も、僕の

足はなんとかサバイバルし、僕らはそ
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こで、昼間、ブースを訪ねてくれた女

性、フランと、その夫のピーターの二

人にめぐり会った。パーティーが長々

とつづくうちに、僕ら四人はよりうち

とけた関係になっていった。そして、

ボブと僕は、フランがいわゆる「ビッ

グ・フィッシュ」であることに気づき

はじめていた。つまり、僕らがこのコ

ンベンションに期待し、夢に見た「大

物」ということだ。

彼女の方も、僕に、輝いている既婚

女性という印象を持ったことはたしか

だった。

「こういう場所で、あなたみたいに真

っ赤な服を着られる人って、じつはな

かなかいないのよ。それって、一人の

女として、男の世界を恐れていないっ

てことでしょ」

フランは、そんなふうに、僕のこと

をほめてくれた。
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「そうだ、ステーシー、いいことを思

いついたわ」

彼女は、そこで突然、話の方向を変

えた。

「ブースの間を泳ぎまわるなんて馬鹿

みたいなことはやめて、明日、二人で

ショッピングに出かけない？」

僕が答えようとすると、それより前

に、彼女はボブの方にさじを向けた。

「ちょっと彼女をお借りしていいでし

ょ、ロバート」

「もちろん。かまいませんよ」

ボブは、無頓着な様子を装って言っ

た。

コンベンションを抜け出して貴重な

時間無駄にすれば、予定がこなしにく

くなることは、僕ら二人とも承知して

いたが、大きな企業のオーナーである

フランには、言うことを聞かせる権限

も、そして、言うことを聞くだけの価
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値もあるのだ。

「決まりね。11時にロビーで待ってる

わ。女の子どうし、楽しみましょ」

その夜、最終的にベッドに倒れ込ん

だ時には、ボビーも僕もくたくたにな

っていて、すぐに深い眠りに落ちた。

ベッドの目覚まし時計は僕の側にあ

ったのだが、その音が小さすぎて、翌

朝、僕はなかなか目を覚まさなかった

ようだ。

それで、ボブに二三度小突かれたあ

と、結局は、自分でそれをとめようと

ボブが僕の体の上に手を伸ばしたとこ

ろで、やっと目が覚めた。

「‥‥あっ、おはよう、ホビー」

僕は、まだとろんとした目で言った。

「うん、おはよう、スイーティー(swe

etie)」

ボブは、そう言いながら、ごく自然
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にキスしてきた。そして‥‥

「‥‥えっ、ワオ！ 何してるんだ、

俺！」

のけぞるように飛び起きた。

「‥‥気にしないで、ボビー」

僕は、その何気ない行為から毒気を

抜こうと、そう言っていた。

僕らは、そのことにそれ以上触れる

ことなくベッドを出た。

僕が紺のスーツ、それに合わせたパ

ンプスという姿に身繕いしている間、

ボブは、フランによって空けられてし

まった穴を埋めるため、必死にスケジ

ュールを組み直していた。

フランとのショッピングは、楽しか

ったけれど奇妙な体験だった。

実際の話、僕はさほど何かをショッ

ピングしたというわけではなく、女っ
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ぽい儀式の世界に浸っていたという感

じだ。それは、たとえば、女性特有の

姉妹のような関係の聖域に潜入し、の

ぞき見しているといった感覚だった。

服の生地の感触を楽しみ、靴を試着

し、いろんな香水を試し、そして、そ

の間に交わされるすべての「少女っぽ

い話」の中に、同じような軽さでビジ

ネスの会話が隠れていたりするのだ。

キュートなミニのサマードレスの支

払いをしている時、僕は思った。

要するにこれは、男がカントリーク

ラブのロッカールームでするビジネス

の女性版なんじゃないか。

そして、だとすると、僕はまだ、そ

んな好機をつかまえていない気がし

た。

「ロバートって、ほんとにハンサムね」

フランが言った。

「あなたと彼って、お似合いのカップ
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ルだと思うわ」

「ありがとう、フラン」

僕は、それに微笑み返した。

「でも、あなたとピーターほどじゃな

いわ。二人とも、すごく幸せそうで、

いっしょにいるのが、ほんとにぴった

りって感じたもの」

その言葉に、フランは顔を赤らめた。

「ステーシー、あなたのこと、大好き

よ。あなたとなら、ほんとに仲よくな

れる気がするわ。きのう会った時より、

もう、ずっと近づけた気がするし」

「あたしも、あなたのこと、大好き、

フラン」

僕は、それに微笑み返した。

「親友？」

「親友よ」

買ったものを持って彼女のリムジン

に向かう途中、僕らは、姉妹同士のよ

うな抱擁を交わしていた。
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車がホテルに近づいても、僕らの会

話の中心は、今日はいいショッピング

をしたというようなことに終始してい

た。僕は、このままでは、フランのビ

ジネスにうまく着地する機会を逸して

しまうと感じていた。

でも、何をどう言えばいいのか？

そこで、ちょっと会話が途切れた瞬

間があり、僕はフランの方を向いた。

「フラン、あなたにお客様になっても

らうために、あたしに出来ることがあ

ったら、言って」

「ふふ もう、あなたは、それをして

くれたじゃない」

フランは、くすくす笑いながらそう

言った。

「これを、人間関係のビジネスって言

うのよ。私がいちばん信じてるやり方

なの」
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「つまり、今日のこと‥‥？」

僕は、思い切ってきいてみた。

「ええ、ステーシー。あなたのことを

よく知るために、つき合ってもらった

の。とっても楽しかったわ」

「あたしもよ。フラン」

僕は、フランの上品な手を取りなが

ら言った。

「あなたといっしょにいる間、ほんと

に楽しかったわ」

ホテルに着いて別れるところで、僕

は、男たちも含めた４人でディナーを

とらないかと誘った。しかし、フラン

は、次の商談のために今日のうちに発

たなければならないから無理だと、心

から残念そうに言った。

「でも、私たち、再来週の金曜日、あ

なたたちの住んでる地方に行くことに

なってるのよ。ディナーは、その時に
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しない？」

「わあ、素敵！」

僕は、それが何を意味するかを吟味

する前に、心の底からのうれしさを込

めて言っていた。そしてすぐに、内心、

パニックに陥った。

それは、僕がふたたびステーシーに

なる‥‥いや、もっと高い見込みとし

ては――女らしい髪型や眉を維持しな

ければならないのだから――、その二

週間ずっと、ステーシーのままでいる

ということだった。

「あなたたちをお招きできるなんて、

うれしいわ」

僕は、まだ混乱したまま、そう口走

っていた。

「素晴らしいわ、ステーシー。どこか

のレストランで会うより、その方がず

っと素敵ですもんね。ピーターと私は

外食が多いから、家庭料理に餓えてる
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の。それに、私たちみんなが、お互い

にもっとよく知り合えるチャンスにな

るわ。住所を教えて」

フランは勝手に話を進め、そうきい

てきた。

どうやら僕はまた、このストッキン

グの足をおかしなところに突っ込んで

しまったようだ。

べつに「家に招待する」って意味で

言ったんじゃないのに！

これ以上、妙なつまずきを繰り返さ

ないよう、僕は、急いで思考の焦点を

合わせた。

そして、ボブのアパートの情報を伝

えた。僕のところよりは大きくて、ま

ともで、近所の環境もよかったからだ。

「フラン、あんまり期待しすぎないで

ね」

僕は、すでに言い訳をはじめていた。

「とりあえず一時的に住んでるだけの
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アパートだから。ホブとあたしは、今、

家を探してるところなの」

「そんなの、平気よ。それより‥‥」

彼女は、僕のコメントの意図を無視

してつづけた。

「新しい家で、二人の暮らしを始める

のね。すごくエキサイティングなこと

よ。そこで、二人の楽しい思い出がい

っぱい生まれるのよ。待ち遠しいわ」

さっきよりもっと姉妹のような抱擁

のあと、しばしのお別れの言葉を交わ

し、僕は部屋まで行って、そこにショ

ッピングバッグを投げ入れた。

ボブは、本来の予定よりずっと長い

時間、ブースの「店番」をつづけてい

るのだ。

僕は、彼と交代するため、コンベン

ションの会場へと急いだ。

僕は、たった今成し遂げてきたこと
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を勇んで報告するつもりだったのだ

が、ボブの顔を見たところで、フラン

のビジネスの優雅なやり方と、僕がス

カートを履いていることの理由を思い

出した。

「ハイ、ハニー」

ボブは、なんだかおざなりなあいさ

つのキスとともに、どこか皮肉っぽい

口調で言った。

「ショッピングは、楽しかったかい？」

「ええ、フランをつかまえたわ」

僕はわき上がる笑いを、必死に抑え

ながら言った。

「‥‥えっ、なんて？」

ボブは、すでに目を輝かせはじめな

がら、聞き返した。

「だから、大物顧客を獲得したってこ

と。どうやら、ショッピングはテスト

だったみたいね。で、あたしたちは、

それに合格したってわけ！」
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僕は心から興奮していた。ただ、今

のキャラクターを壊さないようにと思

っていたぶん、その興奮ぶりは、どう

しても、浮かれてキャッキャと騒いで

いる女子高生のようになっていた。

「すげえ！」

ボブは、僕の肩をつかむようにして

言った。

「信じられない！ やったぜ！ やっ

たんだ！ ああ、ステーシー！」

そう言いながら、僕を抱きしめた。

そして、キスしてきた！

それは、これまでのような、ことを

うまく進めるためだけの、意味のない、

型どおりの、あいさつのキスとはちが

っていた。情熱的で、心の底から突き

動かされたような、唇どうしをぴった

り押しつけ合うキスだった。それは、

ある意味、この場にふさわしいものに

思えた。
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しかし、そのキスはすぐおわり、ボ

ブの抱擁は、勝利のハグ――たとえば、

ワールドシリーズで優勝チームのメン

バーどうしが抱き合うような――に変

わっていた。

ステーシーであることと、そんな抱

擁が、どこか似合わないような気がし

て、僕は体を離した。

「あとでゆっくり話すわね、ボビー」

僕は、気分を変えるように言った。

「疲れたでしょ。ゆっくり休憩してき

てよ」

その日の日程が終わり部屋に引き上

げるまでの短い時間で、僕はけっこう

たくさんの見込み客をつかまえた。た

いていは男だったが、中には女性もい

た。

ある女性は、長い商談の末、まだ決

心がつかないようすで言った。



61/143

「もう一度会って、もう少し話をする

方がよさそうね」

「そう、いいわね」

僕は、明るく共謀を企てるという感

じで言った。

「明日のランチタイムの前後に、ここ

から逃げ出して、いっしょにショッピ

ングでもしない？」

「ほんとに？」

彼女は、驚いたように聞き返した。

「きっと、楽しいわよ」

僕は、興味津々という感じでささや

いた。

「オーケー」

彼女はうれしそうにそう答えた。

「約束よ」

部屋に戻ったところで、僕は、フラ

ンと過ごした昼間のことについて、ボ

ブに話した。ただ、彼女と決めたディ
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ナーのことについては、まだないしょ

にしていた。

ショッピングは、ロッカールーム・

ビジネスの女性版なのだという考えに

ついても、ボブに説明した。それは、

そのあと、明日のショッピングの計画

を持ち出すための前振りでもあった。

「‥‥でも、これ以上買い物する金の

余裕なんてないだろうが」

「だいじょうぶ。その経費は、かなら

ず回収できるわ」

僕らは、祝杯をあげるつもりだった

のだが、カクテルパーティは、けっし

て騒げるような場ではなかった。それ

は、大学のコンパとはちがうのだ。

僕らは疲れ切っていたし、明日の仕

事をシャープにこなすために寝ておく

必要もあった。けっきょく、早々に切

り上げ、二人ともすぐに眠りについた。
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次の朝、ボブはまた、僕の体の上に

手を伸ばし、目覚ましをとめることに

なった。

僕がとろんとした目で見上げると、

ボブの顔がすぐ上にあった。

「おはよう、スイーティ」

僕の方が、からかうような調子で言

った。

「おはよう、ハニー」

ボブは、僕が暗に示した昨日の朝の、

出会い頭の事故みたいなキスを思い出

したようで、苦笑しながら答えた。

そんなふうに冗談にしようとしたに

もかかわらず、その雰囲気は、思わぬ

感覚の前にすぐ不自然ものになった。

どうも、僕らがあいさつの時に交わ

しつづけてきた芝居のキスは、演技の

域を超え、習慣として体に染みついて

しまったようなのだ。
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すぐ近くで微笑み合った僕らの顔

は、その数インチの距離を、中途半端

にためらっていた。べつに意味ないも

のとして繰り返してきたキスを、お互

いどこかで期待しているところがあ

り、それをがまんするには、明らかに

意識的な努力がいった。

何気ない「おはよう」のキスをしな

い方が、かえって不自然な気がするの

だった。

それで結局、ボブは僕に「おはよう」

とキスをし、僕もそれに応えていた。

その出来事をそれ以上危険なものに

しないためにボブがしたことは、すぐ

に飛び起き、今起こったことを無視す

るということだった。そして、じつは

僕も同じようにしたので、それは、と

りあえず成功した。

「あっ、メッセージが来てるみたい」

電話のメッセージ・ランプが点灯し
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ているのに気づき、僕はそう言いなが

ら電話に出た。

「少々お待ちください、ミセス・ジョ

ーンズ。ああ、ございました。１通届

いております。お持ちいたしましょう

か？」

「ええ、そうしてくださる？」

僕は、朝のこの時間帯に出来る最高

に明るい声で言った。

ノックとチップのあと、ボブがその

大きな封筒を開けながら近づいてき

た。

「フランからみたいだ」

ボブが、ちょっと不安そうな表情を

浮かべながら言った。そして、クリッ

プどめされた僕あてのメッセージを渡

しながら、その手紙を見つめた。

便せんの上で優雅に流れるようなフ

ランの手書き文字を目で追いながら、

不思議なことに、僕は、自分の心の中
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にも同じような女性的な感覚が流れ込

むのを感じていた。

Dear ステーシー

あんなに素敵な時間を過ごし、あな

たとロバートにまたお目にかかるのが

待ちきれません。

基本契約書を同封します。私の方は、

もうサイン済みです。

中身を検討して問題がなければ、両

方にサインして、うち１通を返送して

ください。

あなたの親友 フラン

「うそだろ」

ボブは、あまりの喜びにそれが信じ

られないように言った。

「マジかよ！」

その内容は、僕らが夢見ていたこと

のはるか上を行っていた。そのひとつ
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の契約だけで、初期投資も、経常経費

も、このコンベンションの参加費も、

そしてもちろん僕のショッピングも、

すべてカバーしてさらに余りあるもの

だったのだ。

僕らのビジネスは成功に向かってい

た！ まちがいなく軌道に乗った！

その契約は、再交渉する必要もなけ

れば、なんの後ろめたさを感じる必要

もない完璧なものだった。僕らは、そ

れについて話し合う必要さえ感じなか

った。

それにつづく勝利の抱擁と素早いキ

スは、なんの不自然さもない、心から

のものだった。

この日のショッピングは、この前と

はちょっとちがった、もっと目的を持

った感じになった。

例のフランとピーターとのディナー
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パーティまでに、いったんブライアン

に戻ることは、もはや現実的には無理

だと僕は覚悟した。だとすると、明ら

かに、２週間と少しの間、着るための

服が必要になる。

今日はもう「回収」という下心さえ

なかった。必要に迫られたショッピン

グだったのだ。でも‥‥。

「また、顧客を一人ものにしたわよ」

ブースに戻り、いつもの「あいさつ」

を交わしたあと、僕はボブに向かって

微笑んでいた。

僕らは、いっしょに展示をかたづけ

た。

コンベンションの日程はもう一日残

っていたが、明日は公式イベントで、

主には主催者たちのためのものだ。で

も、そのために展示ブースは撤去され
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るのだ。

だから、今日がこのコンベンション

の最終日とも言えた。そのしめくくり

として、これから行われる「ガラ・ボ

ール」(大規模なダンスパーティ)に、

僕らは――今のキャラクターのおかげ

で――堂々と参加できた。

「さあ、お祝いだぞ」

部屋に戻ると、ボブは幸せそうなた

め息とともに言った。

ボブは、もともと一張羅のスーツを

着ているのだから、着替える必要はな

かったが、僕はそうはいかなかった。

もし、これを喜劇だと思っていなか

ったら、僕を待って彼がイライラしは

じめたことは、深刻な事態を引き起こ

しただろう。

「ハニー、まだかよ。遅れるぞ！」

「まあ、典型的な男ね」
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バスルームのドアのこちらで、僕は

からかった。

「うむ、典型的な女だ」

ボブも、そうからかい返してきた。

どうやら、暇をもてあましたボブは、

僕のショッピングバックの中をかきま

わしているらしく、ドアの向こうで、

僕の買い物についてあれこれ文句を言

いはじめた。

化粧直しやヘアセットを別にして

も、時間がかかっていたのは、僕が今

日、これまでとはちょっとちがうある

ことをしていたからだ。

その原因は、ドアフックにかかって

いるエレガントなドレスにあった。昼

間、連れの女性に勧められて買ったも

のだ。

それは、ほんとに素敵なドレスだっ

た。大きく開いた背中で細く繊細なス

トラップがクロスし、全体は体の線に



71/143

ぴったりしたつくりで、長いすそが流

れるように床まで達している。そのす

そを引きずりすぎないように、僕は、

ストラップでとめる５インチの黒のサ

ンダルも買わなければならなかった。

そのすそに長く入ったスリットは、挑

発的にセクシーで、人目を引くにちが

いない。

でも、このドレスにはちょっと問題

があった。

細いストラップは、僕が隠したいほ

どには前の部分を引っ張り上げてくれ

ず、乳房のかなり多くの部分を見せる

ようなつくりだったのだ。

じつは、その隣にももう一着、別の

ドレスが掛かっている。それは、「ガ

ラ・ボール」に着るつもりで最初の日

に買ったものだった。胸を完全に隠す

デザインだ。

べつにこちらのドレスに問題がある
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わけではないのだが、僕は、着られる

ものなら、新しい方のドレスにしたい

と思った。もう一着の方は、だめだっ

たときのバックアップ用として、でき

れば、フックにかけたままにしておき

たかったのだ。

高かっただけのことはあり、今つけ

ているブレストフォームは、信じられ

ないほど本物そっくりだ。人に見られ

ることを想定して作られていることは

まちがいないだろう。

でも、そのためには、エッジと実際

の肌との境目を隠す必要があった。

じつは、さっきから僕は、そこをパ

テ状のコンシーラーで埋めることに多

くの時間を使っていたのだ。

その上からさらに、僕の肌色に合わ

せてブレンドしたファンデーションを

塗り、パウダーをはたいて、その作業

はやっと完了した。



73/143

そして僕は、息を呑んだ。

鏡の中に見たその姿は、こう表現す

る以外に言いようがなかった――僕に

は、乳房がある！

高いヒールの上で足首にきつめのス

トラップをとめたあと、僕は、そのド

レスの中に体をねじ込んだ。

背中の下の方についた小さなジッパ

ーを上げ、全体を整えたところで、僕

は、きつく絞めつけられ閉じられた股

の間に、慣れ親しんだうずきを感じて

いだ。

鏡の中に全身が映ったその女性は、

異常なほど魅惑的で、不安なほどセク

シーだった。その姿は、僕に、ポルノ

を見た時のような反応を起こさせたの

だ。

それは、なんだか落ち着かない居心

地悪さだった。でも、一方で僕は、同

じくらいうきうきもしていた。



74/143

僕は、自分がこんなにホットに見え

ることを楽しんでいた。

バスルームから出て来ると、ボブが

「何だよ、これ？」と言った。

見ると、ボブはまだショッピングバ

ッグをさばいていたようで、そこから

引っ張り出した赤いサテンのネグリジ

ェをぶら下げていた。そして、こちら

を向いたところで、あんぐりと口を開

けた。

「あ、それ？ 今日、『ビクトリアズ

・シークレット』ってお店で買ったの

よ」

僕は出来るだけカジュアルな口調で

言った。僕のＣサイズの胸をぽかんと

見つづているボブを無視するためだ。

「いっしょに行った彼女が、いつも、

だんなさんのためにあれこれ買う店ら

しいのね。『この店で買う分には、カ
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レ怒らないのよ』って笑ってた。で、

あたしもおつき合いして、買っちゃっ

たわけ」

「俺の‥‥ために？」

ボブは、僕を見た時からずっとつづ

いている上の空状態で言った。

その言葉に、僕は笑ってしまった。

「馬鹿ね。わかってるでしょ。ランジ

ェリーストアに並んでるセクシーなア

イテムは、実際には誰のためのもの

か？ それで、誰が興奮するのか？

それを着た女自身？」

ボブは、ボーッとした顔で何も答え

ず、まだ見つづけている。

それで、僕は――

「もし、あなたがあたしのおっぱいを

見るのをやめられないんなら‥‥」

話の方向を変えた。

「別のドレスに着替えたいと思うんだ

けど」
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「‥‥え？ い、いや！ ‥‥ご、ご

めん、ステーシー。あやまるよ。君が

あんまり魅力的なんで、目が離せなか

ったんだ。君みたいにセクシーな子は

見たことないなあ‥‥なんて」

ボブは、素直に白状した。

「ありがと」

僕は、思わず赤くなっていた。

と、ボブは唐突に向きを変え、手に

したネグリジェをベッドにのせた。確

信は持てなかったけれど、その時、ボ

ブのズボンの前の部分がつっぱってい

るのが目に入った。

そのあとも、ボブは、僕に背を向け

たまま、ショッピングバックやその他

のものをかたづけたりして、忙しく動

き始めた。

どうやら、僕の視線からなにかを隠

したがっているようだった。

ある意味、あけすけに見られていた
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時の方が、ずっと気が楽だった。

僕らは、やっと「ガラ・ボール」の

会場に来ていた。

「ボビー、離れないで」

僕は、どうやら僕自身が引きつけて

しまっているらしいまわりからの視線

に落ち着かず、言った。

「おや？ 君のリングが守ってくれる

んじゃなかったのか」

ボブは、意地悪くそう言い返してき

た。

「そばにいて。お願い」

「‥‥ああ」

どうやら、僕の本心からの願いをわ

かってくれたらしい。

ボブは、僕のウエストに手をまわし

て引き寄せ、カクテル・ポーションの

人混みを抜けた。

とはいえ、これは、お祝いだ。カク
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テルグラスを重ねることで、僕の緊張

は次第に解けていった。

ずっと胃を絞めつけているせいで、

このコンベンションの間、僕はろくに

食べていなかった。だから、酒はよく

効き、早く回った。でも、それはけっ

して不快な酔いではなかった。

ディナーをとったのは、ダンスフロ

アを囲む大テーブルのひとつで、他に

も四組のカップルが座っていた。生バ

ンドが演奏するステージのすぐそばだ

ったせいで、その席は、会話するのも

むずかしかった。他のカップルたちは、

早々とそれをあきらめたらしく、代わ

りに、ダンスに楽しみを求めはじめた。

他の人たちの楽しそうな姿を見なが

ら、僕たち二人だけが、会話もなく、

大きな丸テーブルに座っているという

のは、とても、「お祝い」にふさわし
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いとは言えなかった。

「ちょっと、あそこに出てみない？」

僕は、ボブの耳に口を近づけ、叫ぶ

ように言っていた。

「ステーシー、マジで？」

ボブは、ちょっと驚いたような顔を

した。

「その方が、ましでしょ。ここで座っ

てるなんて、なんか、馬鹿みたいだし」

ボブは、ちょっと考えるようにした

あとうなずき、立ち上がった。そして、

椅子を引いてくれ、僕に手を貸してく

れた。

そのそびえるヒールのせいで、僕の

足は不安定だった。けれど、それはけ

っして悪いことばかりでもない。酒で

眠くなり始めている僕の目を覚まして

くれるだろう。

二人で踊ることは、僕らが想像して

いたよりずっと楽しいことだった。
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なんだか、世界をあざむいて、二人

だけで秘密のハロウィン・パーティを

やっているような気分になるのだ。僕

らがずっと酔っぱらったように笑って

いたのには、じつは、自分たち自身と、

それをとりまくこの馬鹿馬鹿しさ全体

を笑い飛ばしているというような、共

犯者意識があったからだ。

ちょっと気分を落ち着かせようと言

ったボブの言葉で、僕らはかえって笑

い転げそうになった。

「そんなに胸を振りまわしてると、誰

かをケガさせちゃうぞ」

最初のスローダンスが始まった時、

僕らはまださほど飲んでいたわけじゃ

ない。でも、酔っていたのだろう。そ

のダンスは避けるべきだという、まと

もな判断が出来なかった。

それどころか、ボブは僕を抱き寄せ、
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僕がいつも使うのとは反対の手をささ

げ持った。

いつもとはすべてが逆で僕がまとも

なステップを踏めなかったこと、そこ

に酒の影響が重なり、僕らのダンスは

すぐに、典型的なスローダンス――た

だ横に揺れているだけのような――に

なっていった。そしてそれは、僕らの

意図以上に、二人の体を密着させるこ

とにもなった。

曲が半分を過ぎる頃には、ダンスフ

ロアで満足げな微笑みを向けるボブに

もたれて揺れていることを、僕自身、

心地よく感じていることに気づいた。

そして次には、他のあることにも気

がついた。

僕に密着したボブのペニスが、ゆっ

くりと膨張しているのだ！

驚いた僕が見上げると、ボブは恥ず

かしそうな目で見返し、ダンスの動き
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を止めた。しかし、そのふくらみは相

変わらず硬くなりつづけていた。

「‥‥ご、ごめん、ステーシー。そん

なつもりないのに‥‥。どういうわけ

か‥‥」

僕は、それに軽くうなずいた。

ボブにそんな意志がないのはわかっ

ていたし、そのことで、彼を責めよう

とも思わなかった。

それよりも僕は、それが起きたあと

も、ボブが僕を放そうとしないことに

驚いていた。いや、もっと驚いていた

のは、自分自身の反応に対してだった。

たぶん、酒のせいなのだろう。たぶ

ん、長い間この役に没入してきたせい

なのだろう。たぶん、何度となく交わ

した抱擁や、ちょっとしたキスには麻

痺してしまったせいなのだろう。

いずれにせよ僕は、ボブが僕に対し

てペニスを硬くしているのだとして
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も、それをいやだとは感じていないの

だ。

頭の中では、すぐに跳びすさり、抗

議の叫びを上げ、シャワーを浴びに走

ることを考えていた。にもかかわらず、

ボブだけでなく僕までも、その興奮の

証拠が膨張しつづけているという事実

から逃げ出そうとしていなかった。

もしこれに、なにかの理由が見つけ

られるとすれば、それは、ボブをこん

なふうにすることが出来たという、僕

の、ある種奇妙な優越感なのだろう。

「どうしたらいいんだろう？」

ボブが、僕の耳にささやいた。

「もし、今から席に戻ろうとしたら、

僕はもっと恥ずかしいところを見られ

そうだ」

「そう‥‥ね。じゃあ、このままダン

スをつづけて、曲が終わるところで席

にたどり着くようにすれば、あたしの
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体で隠しつづけられるでしょ」

「う、うん、それでいこう」

ボブは、少し明るい声になり、言っ

た。

「‥‥あれっ！ もうこっちを見てる

人がけっこういる」

まわりを見た僕は、目に入ったまま

を口にした。

そこで僕らはやっと、今僕らがどん

なふうに見られているかに気がつい

た。

ぴったりくっついてスローダンスを

踊っていた二人が、動きを止め、さら

に体を密着させ、小声で語り合ってい

るのだ。

「どうやら、キスもせずにダンスを終

わるわけにはいかないみたい」

僕は、笑顔を崩さない努力を払いな

がら、ボブの耳にささやいた。

ボブ自身の笑顔は、中途半端なもの
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になり、さらにそこに、なにか他の感

情も見え隠れしている気がした。

それで、僕はつづけた。

「心配しないで。あたしは、なんとも

思わないわ。べつに変な意味のないこ

とはわかってるから。もし、正体がバ

レずにやりきれたら、何年か後には、

あれは酒のせいだったって、笑い話に

できるわよ、きっと」

それに返事する代わりに、ボブは、

顔を僕の正面に移動させ、酒にのぼせ

気味に見上げる僕の視線をのぞき込ん

できた。

その彼の顔が、ゆっくりとこちらに

傾いてきた。

僕はいわば本能的に、影がかぶさり

暗くなった目を閉じ、ほとんど息を止

めた口を少し開き、それを待った。

一瞬、ボブのやさしい息づかいを感

じ、そのあとすぐに、驚くほどやわら
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かい唇が僕の唇に触れた。

もし、このキスが単なる芝居だとし

たら、僕らはオスカーを受賞できるだ

ろう。

それは、これまでのあいさつのキス

とはまったくちがっていた。

そもそも恋人どうしのキスに見える

ことを想定していたにしても、実際に

そのとおりになっていた。

唇どうしが、くすぐり合い、求め合

うことで、意図も予想もしていなかっ

た電気のようなしびれが体じゅうを駆

けめぐった。

全身の肌が震え、僕は、まるで腰が

抜けたようになっていた。

それは、ファーストキスに似ていた。

でも、それよりもっとよかった。ファ

ーストキスのおののきや息詰まるよう

な興奮はそのままに、未熟さからくる

ぎこちなさがなかったからだ。
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ボブの舌の先が、僕の従順な歯の上

を、やさしく撫でていくのを感じた。

同時に、僕に押しつけられた鉄のよう

に硬いベニスがぴくっと動いた。

押しつぶされ隠された僕自身のもの

は、窮屈なライクラ刑務所(※)の中で

無益な抵抗をつづけていた。

（※訳注：Lycra 伸縮性の強いポリエステル繊

維の商標）

内なるブライアンの抗議を無視し、

この流れに身をまかせたいという思い

はやまやまだったけれど、僕は、なん

とか唇を離した。でも、僕の目は、ボ

ブの視線に釘付けになっていた。欲情

を湛えたその目つきは、僕自身の目つ

きの反映に他ならなかった。

そう感じながらも、僕は、ふたたび

ダンスをつづけようと、体を揺らしは

じめた。

そこでふたたび感じた小さな動き
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は、僕ら二人にとってさらに重大な意

味を持つものだった。

強く押しつけられている部分に、ま

ぎれもない、リズミカルな振動が伝わ

ってきたのだ。

「足を、止めないで」

僕は懇願していた。そうしないと、

僕らはもっと多くの注目を集めるはめ

になりそうだった。

でも‥‥、体を揺らしていること、

僕自身の興奮、僕に向かって射精して

くるボブのペニスの感触、そしてなに

より、そのボブを絶頂に達しさせたの

が、他ならぬ僕自身なのだという動か

しがたい事実‥‥それらすべてが襲い

かかり、僕は耐えられなくなっていた。

必死で何食わぬ顔を装い、ダンスを

つづけようとしていたが、そこで、僕

自身のオルガスムの身震いが、僕の体

を控えめに支配した。
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たぶん、他の人には気づかれなかっ

たと思うが、ボブは気づいたようだ。

どこか気が楽になったという感じのそ

の微笑みで、それがわかった。

「イーブンだね」

僕をテーブルまで誘導しながら、ボ

ブは短くそうつぶやいた。

「お化粧を直しに行きたいんだけど」

ボブの隣に腰掛ける代わりに、僕は

言った。

ボブは、濡れて染みになった前の部

分をテーブルクロスで隠し、しばらく

そこにじっとしているつもりらしかっ

た。

僕の方は、それを後ろに折りたたん

でいるぶん、濡らしたのは股下で、ま

だ隠されていた。座りたくなかったの

は、ドレスを湿らせたくなかったから

だ。
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ところが、会場のトイレから戻って

くると、そこにボブはいなかった。

「彼、膝の上に飲み物をこぼしたんだ」

同じテーブルの人が言った。

「で、部屋に行って着替えるって、伝

えてくれってさ」

「どうもありがとう」

僕はそう言ってから、ハンドバッグ

を手にし、その場に別れを告げた。

部屋に戻ると、バスルームから排水

音が聞こえてきた。

「ステーシーか？」

ドアの向こうでボブが叫んだ。

「ええ、ボビー」

「最高だ」

照れ隠しの言葉のあと、石けんを泡

立てる音、そして、シャワーの音がつ

づいた。

酔っていたし疲れてもいたので、僕
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はすぐにも横になりたかった。でも、

そこで、ベッドの上にまだ、サテンの

赤いネグリジェが掛かったままなのに

気がついた。

今着ているドレスと同じように、そ

のネグリジェの細いストラップは、胸

を多く見せるデザインだ。

単純な好奇心は別にしても、まだ、

見せてもいい胸を持っている今、いつ

ものＴシャツとショートパンツを着る

のは、なんだか味気ないような気がし

た。

ジッパーを降ろし、ちょっと体を揺

するだけで、魅力的なドレスは、足も

とに落ちた。セクシーな超高層サンダ

ルのストラップをはずし、ストッキン

グを滑らせて脱ぎ、それから、そのサ

テンのネグリジェに腕を通し、シルキ

ーなレースの生地を体に沿って下ろし

た。
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このあと、湿ったままの下着もかえ

ずに寝る気はない。このネグリジェが

僕の体のカーブの上でどんなふうに見

えるのかも、バスルームの姿見で確か

めたい。もちろん、メイクやアクセサ

リーを着けたままで眠るわけにもいか

ないだろう。

でも、僕は、その姿に興奮していた。

今の僕は最高にホットに見えるちがい

ない。あのドレスでセクシーに見えた

というのなら、体の線の浮き出すこの

赤いサテンにメイクと宝石類で飾った

今の姿は、いわばセックスそのものだ

ろう。

僕はがまんできずに、壁の鏡の前で

いくつかのセクシーなポーズをとって

いた。さらに、ベッドカバーをはずし

て、その上に肘をついて寝そべり、鏡

に向かって「早く来てぇ」というフィ

ンガー・ウエーブさえした。
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その姿は、さらに僕を興奮させたけ

れど、一方で、その興味を持続できな

いほど、疲れもピークに達していたよ

うだ。

僕は、バスルームの順番を待つ間、

ちょっとだけ目を閉じていようかと思

った。

目を覚ますと、朝の太陽の光で、室

内は明るくなっていた。

ベッドのラジオアラームから、ゆっ

たりした音楽が流れていた。それが鳴

り始めてから、すでに一時間以上が経

っているようだ。

僕は、ボブがいつベッドに入ってき

たのかさえ覚えていなかった。

でも、彼は僕の横にいて、しかも片

手で僕を腕枕し、もう一方の手は僕の

体の上にのっていた。つまり僕を抱く

ような形で寝ているのだ。
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僕の耳のそばで軽いいびきを立てる

その姿は、かろうじてボクサーパンツ

は穿いていたが、シャツは着ていなか

った。

僕はどうやらひどい二日酔い状態に

は陥っておらず、昨夜と同じように、

鏡に映った自分の姿を見つめていた。

その映像は、驚くことに「ノーマル」

に見えた。

ボブの体は僕より大きく、しかも鍛

えている。

筋肉質なその体型とちょっと無骨な

顔は、彼の腕の中に抱かれている小さ

くてセクシーな女の子と好対照だっ

た。

と、そこで、ボブがかすかに動いた。

目を覚まし、さっきの僕と同じように、

僕らが今とっている体勢に驚いたよう

だ。

でも、あわてて飛び起きるようなこ
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とはなかった。

「おはよう、ハニー」

ボブは、その朝の儀式を、これまで

よりちょっと強く押しつけるようにし

てきた。

「おはよう、スイーティ」

僕の方も、そのやさしいキスに応え

て、ボブに笑いかけた。

ボブは、ゆっくりと静かに体を起こ

し、ベッドを出た。

「これでやっと、君は、共同経営者に

戻れるわけだね」

ボブが言った。

「君がブライアンって奴をつかまえ直

してる間に、僕がブースの展示品を荷

造りしとくよ」

「あのさ、ボビー」

「ん、なに？ ステーシー」

「それが、そうもいかないみたいなん

だ‥‥」
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僕はそこで初めて、フランとのイブ

ニングの約束のことを話し、それによ

って生じた状況について語った。

二週間後にまたエクステンションを

施し、髪を今の状態に戻すのはかなり

面倒だということ。いずれにせよ、こ

の二週間、僕は、今のような女っぽい

眉を維持せざるを得ないのだというこ

と。それらについて、ボブに説明した

のだ。

だからもうしばらく、僕はステーシ

ーの罠から抜け出せないのだと話す

と、ボブは、さほど動ずる様子も見せ

ず、うなずいた。

「なるほど。それであんなに服を買っ

たわけだ」

着替えをはじめながら、そう言った

だけだった。

僕らは、その日、コンベンションの
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閉会式を欠席した。でも、それはなん

の問題もなかった。すでに期待した以

上の成果を手に入れていたし、あとは、

荷造りして帰るだけでよかったのだ。

僕らは二人とも、あのダンスフロア

で起こったことや、この朝どんなふう

に寝ていたかということにはいっさい

触れなかったが、けっしてそれらを忘

れたわけではなかった。

地元に戻ったところで、僕は、しば

らくの間、ボブのところでいっしょに

暮らすことを提案し、ボブもすぐにそ

れを納得した。それは、ボブの部屋に

女性らしさをつけ加える作業のためだ

った。フランとピーターの訪問に備え、

僕らの「芝居」とキャラクター設定を、

説得力あるものにしておく必要があっ

たのだ。

フランと、例のもう一人の女性から
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の注文で、他の見込み客に再営業をか

けるまでもなく、僕らが用意した商品

在庫はすべてはけてしまった。

その出荷や再仕入れの忙しさの合間

を縫って、僕は、カタログを物色した

り、店に立ち寄ったりして、あれこれ

を買い集めた。その結果、ボブの部屋

は、少しずつ女性的な色合いを増して

いった。

枕やベッドカバー、カーテンやラグ、

ドライフラワーやポプリ‥‥僕はダイ

ニングルームをコーディネイトし、ベ

ッドルームをアップグレードした。

新たに買ったクイーンサイズベッド

は、あのホテルのキングサイズより小

さかったものの、まあ、問題なかった。

寝る時、手の置き場に困ったり、脚ど

うしが触ったりはしたものの、あの朝

のような「愛撫」の体勢になることは

なかった。
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朝のキスも、夫婦を演じて暮らすた

めのいわば儀式のようなものに変わっ

ていった。

そんな中で、僕は、いつの間にか「女

の義務」を負わされる形になっていた。

それは、まあ、「向き不向き」という

ようなことによるものだ。

ボブは、ベッドカバーや枕のデザイ

ンなどに関心はなかったし、ベッドが

ぐちゃぐちゃになっていても気にとめ

ない。だから、ベッドメーキングは僕

がやらざるを得なかった。

家具のデザインや配置と収納の効率

というようなことも、僕の方がずっと

敏感だった。だから、掃除機をかけた

り、ちりを払ったり、バスルームを清

潔に保ったり、台所の細々したことな

どは、僕の仕事になった。

ドライクリーニングが必要な服のほ

とんどは僕のものだったし、家で洗え
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るものにしても、ボブにめちゃくちゃ

にされてはかなわないと思った。

部屋の模様替え、料理、掃除、洗濯、

そしてビジネス‥‥。そんなことで忙

殺されるうち、二週間はあっという間

に過ぎてしまった。

フランを迎える準備がまだじゅうぶ

んにできていないと感じていた僕は、

彼女から延期の電話が入った時、正直、

ほっとしていた。

「ごめんね、ステーシー」

電話の向こうでフランが言った。

「もう一ヵ所、行かなきゃいけないと

ころが出来ちゃって、今週は無理そう

なの。来週ならだいじょうぶだから、

申し訳ないけど、ちょっと予定を延ば

してくれる？」

「ええ、フラン。ちょうどよかったわ」

僕は、準備の時間が稼げることを喜
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びながら言った。

「あたしたち、今週、新しいオフィス

を立ち上げることになったの。だから、

けっこう忙しくって」

「へえ」

彼女は、驚きと喜びを声にした。

「それは、よかったわね。おめでとう！

でも、じゃあ、あんまり早く行くと

おじゃまになっちゃうわね。ゴタゴタ

がかたづくまで、もう何週か待ちまし

ょうか？ 私としても、ゆっくり会い

たいし」

「ええ、そうしてくれるとうれしいわ」

その結果として僕がどんな状況に置

かれたのかに気がついたのは、受話器

を置いたあとだった。準備の時間を稼

ぐことしか頭になかった僕は、あとま

るまる三週間、ステーシーとして生き

ることになっていた。
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「うん、そうすればいいさ、ステーシ

ー」

そのことを報告すると、ボブはまた、

なにごとでもないという感じでそう答

えた。

もしかしたらボブは、僕が妻の役を

していることを、快適に思い始めてい

るんじゃないか。そんな気がしたが、

僕は、それを責めたりはしなかった。

洗濯女やコックやメイドや家政婦の

役割は、べつに強制されているわけじ

ゃなく、僕が自分から買って出ている

のだ。たとえば、僕とボブで男と女の

役が逆だったとしても、そういうこと

に慣れている僕の方が、それをしてい

る気がする。

ただ、僕がステーシーになっている

ことで、僕の行為が、ボブのために奉

仕している感じで受け取られ、あたか

もそれが僕の義務のようにとらえられ
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ている気はした。

でも、僕は、そんなことをほじくり

返したりせず、それらのことをこなし

つづけた。

ビジネスの方は、成長しつづけてい

た。たとえ、フランからの新規客の紹

介がなかったとしてもだ。

僕は、そのお礼のために、しばしば

彼女に電話をし、また、かわいい便せ

んに手書きした手紙を添えて花を贈っ

た。そのために、女性らしい文字を書

く練習をしたりもした。

その他の見込み客も、多くが取り引

きをはじめてくれた。

その結果、すぐに、ボブと僕だけで

は手が回らなくなった。

「人を雇った方がいいわね」

僕が提案すると、ボブも同意した。

そして、間もなく、僕らのもとで、
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３人の従業員が働くようになった。

べつに、そう決めたわけではないの

だが、彼らとともに働くうち、ボブと

僕の間に、仕事上の役割分担が出来て

いった。ボブは経営計画の策定や財務、

商品の仕入れなどを担当して「内勤」

が増えていき、僕は「外まわり」が中

心になった。フランや、彼女が紹介し

てくれた客、そして、一件を除いて他

のすべての顧客が、もともとは、僕の

ルートで獲得したものだったからだ。

僕は、いわば「会社の顔」になってい

た。

何週間かが瞬く間に過ぎた。

僕の爪は伸び、もうつけ爪でなくて

もよくなっていた。ピアスの穴は、完

全に定着したようだった。ヒゲを剃ら

ないことにすっかり慣れてしまった僕

は、レーザー脱毛はとりあえず避け、
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家庭用の電気分解機でまばらな毛を処

理していた。

他にも、慣れたことはいろいろある。

ヘアセットとメイクは、毎朝の習慣に

なったていた。頭の中でものを考える

ことさえ、ステーシーの声と言葉です

るようになってきた。この服や胸や長

い爪は、僕の立ち居振る舞いに、女ら

しさを強いていた。ハイヒールで歩く

ことが普通になった結果、それを履い

ていないときでさえ、無意識のうちに

つま先立ちしていたりするのだ。

「なんで、背伸びしてるんだ？」

「あっ、ハイヒールの時の癖みたい。

ぜんぜん気がつかなかったわ。‥‥痛

ッ！」

かかとを降ろそうとすると、実際に

痛みが走った。

「靴のせいで、アキレス腱が縮んだの

かもしれないな」
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ボブは、ちょっと心配そうに言った。

「そうね。ストレッチとかした方がい

いかもね」

僕も、そうにちがいないと思い、言

った。

そう思うしかなかった。そう思うし

かないほど、信じられないことがあれ

これ起こっていた。

ステーシーになって以来、僕は、あ

ばら骨を押しつぶすほどきついコルセ

ットの感触が好きになり、昼も夜もそ

れを着けつづけている。きつく抱きし

めるように支えられることで、気持ち

まで支えられている気がした。それを

はずしていると、精神的に不安になっ

たりもするのだ。

それ自体がボディにくびれをつく

り、ハチのようなウエストにするとい

うことはもちろんだが、それによって
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いつも胃が押さえつけられている僕

は、まるで小鳥のような分量しか食べ

られなくなっている。もともと小柄で

やせていたのだが、コルセットをつけ

ることで、僕は、知らず知らずのうち

に体重を落とし、女の子のようなプロ

ポーションになっていた。

肺活量が制限され、思いきり息が吸

い込めないということもさほど気にな

らなかった。横隔膜を使った呼吸は出

来なかったが、じつは、胸式呼吸によ

って「胸がもち上がる」感覚が好きだ

った。

そして、前のコルセットを卒業し、

もう一段小さいサイズのに変えた時

も、なんだか気持ちが浮き立った。

でも一方で、コルセットをとっても

僕の体型がそのくびれを保っているこ

とに不安がないわけじゃない。

僕は、こんな変化が永遠のものだと
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は思いたくなかった。僕は、「萎縮」

という単語を、僕の後背筋や横隔膜と

結びつけて考えないようにしていた。

僕のけっして評判のよくはないショ

ッピング・トリップの結果、僕はまた

新たな顧客を一人獲得し、彼女の家に

招待された。

フランとのディナーの前に挿入され

た数週間のおかげで、その頃までには、

僕はボブの部屋の模様替えを終えてい

た。僕は、それをけっこううまくでき

たと思っていた。だからだろう。気が

つくと、僕はその女性の「dDor」(訳注

：インテリアのブランド)と、僕の「仕事」

のデキを比較していた。そして、その

デキは、けっして負けていないと自信

がもてた。

ただ一点を除いては。
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「写真よ、ボビー。写真がないわ！」

「なんだって？」

「既婚者は、写真を持ってるものよ。

バケーションの写真、子どもの写真‥

‥。少なくとも、結婚式の写真は、必

ず飾ってるわ」

「たしかに、僕らは写真なんてないけ

ど‥‥。でも、ステーシー、それを誰

が気にするっていうんだ？」

「女よ、ボビー。フランは、ぜったい

に気づくわ」

「じゃあ、何か理由を考えればいい。

写真は、壁から落ちて破れちゃいまし

た。なっ、これで危機は解消」

「そんなのダメよ。女はふつう、それ

を焼き増ししてるわ。家族や友達に配

ったコピーからだってもう一度焼き増

しできるわ。一枚の写真が破れたなん

て話は、意味ないのよ！」

「落ち着けよ、ステーシー！ なにも、
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世界の終わりってわけじゃないんだか

ら」

ボブの言葉で、僕はやっと、ちょっ

と正気にもどった。たしかにそれは、

そんなにパニックになるほどのことじ

ゃないだろう。でも、僕は、なぜ僕が

そんなふうになったかは、よくわかっ

た。

あれだけの努力、あれだけの苦労、

あれだけの出費、そして、あれだけの

個人的犠牲を払ったのだから、この奇

妙な仮面劇は「完璧」でなければいけ

ない。

僕は、そう思っているのだ。

そしてそこで、さらに、とんでもな

く奇妙なことが起こった。

僕は、泣いていた。

どうしてそんなことになったのか、

自分でもよくわからなかった。でも、

僕は、自分自身どうすることもてきな
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かった。

精神的にも、肉体的にも、そして感

情的にも、僕は疲れ果てていた。

もう限界だった。

だから、僕は泣いていた。まるで女

の子のように泣きつづけた。泣いてい

るということが、さらに僕を泣かせた。

そんな僕の反応に、ボブはひどく驚

いたようだった。

僕の肩を抱くようにして、しばらく

僕を見つめた。

「ごめん、ステーシー。それがそんな

に大事なら、写真を撮りに行こう」

「‥‥マジ‥‥で？」

僕は、目をしばたかせながら、引き

つった笑顔できいた。

「ほんとにそうしてくれるの？ あた

しのために？」

自分の口からそんなわけのわからな

い言葉が出たことに、そして、そんな
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女っぽい反応をしていることに、僕は

内心、おぞけを震う思いもしていた。

でも、僕の波打つ胸は、僕自身を制

御不能にしていた。

「君のためならなんでもするよ、ステ

ーシー。なんでも」

次の日の午後、僕は、あるブライダ

ルショップのチェーン店にアポイント

を入れた。

ボブの方は、タキシードを借りに出

かけた。

その女性だけに許された世界に足を

踏み入れたとき、ステーシーという役

を演じているのだという意識が残って

いるぶん、僕はなんだか落ち着かなか

った。でも、ウエディングドレスの試

着が始まると、そんな気持ちは、すぐ

どこかにいってしまった。

それは、なんだか現実に思えなかっ
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た。

僕はまるでお姫様のように見え、実

際、そんな気分になっていた。

そんな気分を受け入れがたい気持ち

もどこかにあったが、でも僕は、まち

がいなくそれにわくわくしていた。

着るドレス着るドレス、すべてが気

に入った。でも、販売員の女性が言う

ことが正しいのがやがてわかった。僕

は、僕のためのただひとつのウエディ

ングドレスを見つけていた。

三面鏡の前に立ち、僕は、小さな吐

息を漏らした。

その販売員の女性が、背中に並んだ

小さなボタンの最後のひとつをとめた

のだ。つづいて僕は、サイズを調べる

ため、見本のサテンのパンプスに足を

入れ、もう一度鏡を見た。

それは、シンプルだけれど驚くほど

エレガントな、体にぴったりしたドレ
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スだった。バスチェのような上半身は、

コルセットをした体の線に沿い、まる

で第二の肌といった感じだった。そこ

から下に向かって流れるラインは、僕

の体のカーブを浮き立たせ、さらに数

フィート、背後の床の上にトレーンが

延びている。

上半身のビーズ刺繍は華麗で、生地

も豪華だ。

もしかすると、僕の目になにかがた

まってくるのを、販売員の女性は気づ

いたかもしれない。

彼女はひじのところまである手袋を

着けてくれ、シンプルなベールをかぶ

せてくれた。そして、造花のブーケを

手渡すと、鏡の前から退いた。

僕は、花嫁だった。

「すごく、きれいですよ」

販売員が、そう声をかけてきた。

なんだか感情が高ぶってくるのを感
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じ、僕はこみ上げてくる涙を必死に抑

えようとしていた。

「ティッシュがいりますね」

彼女がやさしく言った。

僕は、声を出せば、そのダムを決壊

させてしまうような気がして、ただう

なずいた。

ティッシュの箱を渡してくれたあ

と、彼女はそっと部屋を出て行き、鏡

の前の僕を一人にしてくれた。

僕は幸運だった。ドレスは僕のサイ

ズにぴったりで、手直しする必要もな

いようだった。

と、そこで、壁際に置いた僕のバッ

グの中でベルが鳴った。

僕はトレーンをまとめ、試着台を降

りて、携帯電話に出た。

「どう？ うまくいってるかい？」

ボブだった。

「ええ」
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僕が答えられたのはそれだけだっ

た。

「こっちはタキシードを手に入れて、

そのあと、急ぎで現像してくれるカメ

ラマンを見つけたぜ」

「ほんとに？」

「ああ、土曜日に撮れば、日曜日には

プリントを仕上げてくれるそうだ。な

んなら、今からだって撮れると言って

る。こっちの準備ができればって話だ

けどな」

「準備は、できるわ」

電話の向こうで、ちょっと沈黙があ

った。

「‥‥ステーシー、マジで？」

「あたし、もうドレスを着てるもん」

「じゃあ、そこで待っててくれ。僕も

借りたタキシードに着替えなきゃいけ

ないから。でも時間がないな。そうだ、

車を雇って迎えに行かせるよ」
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「自分で運転できるわよ。ボビー」

「ウエディングドレスじゃ無理だろう。

１時間後でいい？」

「オーケー」

「よかったな」

「あなたは？」

「もちろん」

「ありがとう」

また出かかった涙をこらえて落ち着

こうとしていると、そこへちょうど販

売員の女性が戻ってきた。

「これをいただくわ」

「ありがとうございます。じゃあ、さ

っそく脱いでいただいて、それから‥

‥」

「ちょっとふつうじゃないかもしれな

いけど、あたし、このまま着ていきま

す」

僕は彼女の言葉をさえぎってつづけ

た。



118/143

「１時間で、靴やアクセサリーが揃え

られるかしら？ それから、ヘアやメ

イクも」

何をしているのかよくわからないう

ちに、僕はレースのストッキングを履

き、それがブライダルガーターでとめ

られた。新品のサテンのパンプスに履

き替えているところで、近所のフラワ

ーショップの女性が駆けつけた。彼女

は、僕の髪を、ほのかな香りを放つ輝

くような花で飾ってくれ、ふたたびベ

ールをかぶせてくれた。別の女性は、

グロッシーなリップカラーで、僕のメ

ークを仕上げていた。さらに、五連の

パールのネックレスと、やはりパール

のイヤリングをつけてくれている人も

いた。

香水を軽くスプレーしたあと、本物

の花のブーケを渡され、僕はふたたび
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鏡を見た。

「ああ‥‥」

僕は、思わずつぶやいていた。

「あたし‥‥お嫁に‥‥行くんだ」

支払いを終える前に、一台の白いリ

ムジンが到着した。

何も言わずに後部ドアを開けた運転

手は、直立不動で待っていた。

女性たちは、口を揃えて僕をほめな

がら、僕が着てきた服やバッグや小物

類を大きなショッピングバッグにつめ

ていた。そのバッグを受け取った運転

手は、手を差し出し、僕が乗り込むの

を助けてくれた。

車が向かったのは、すぐ近くの教会

だった。そのエントランスの前に、タ

キシード姿のボブと、セッティングを

終えたカメラマンが待っていた。
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「ステーシー、びっくりするくらいき

れいだ」

ボブは、我を忘れたようにそう言っ

てくれた。

それは奇妙なことだった。一面では

素晴らしかったけれど、もう一面では、

どこか空虚な感じは否めなかった。

急いで教会の階段の下まで行った僕

らは、たまたま通りかかった通行人に

頼んで、ライスシャワーを振りかけて

もらった。

そのあとも、カメラマンはいろんな

設定の写真を撮った。リムジンの前に

立つ二人。リムジンに乗り込んだ２人。

リムジンの中でシャンパングラスを交

わす２人。

近くの公園へ行って、カメラマンの

指示に従い、美しい観光地を眺める２

人という設定の写真を撮った。最後に

撮った写真は、湖上に沈む夕陽を眺め
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ているということになっていた。

僕らには、写真の送り先リストを点

検する必要もなければ、パッケージの

バリエーションを選ぶ必要もなかっ

た。

ボブは、シンプルかつ手早く注文し

た。すべての写真を２枚ずつポートレ

ートサイズに、そしてお互いのパス入

れ用に２枚だ。馬鹿げたほど高い代金

を請求されたが、二日後には、写真が

届く。

ボブの車は教会に置いていくことに

したし、僕の車はブライダルショップ

に置いたままだったので、帰りのリム

ジンの中で、僕らは無言でシャンパン

をすすっていた。お互い、なぜか、そ

れぞれの思いに沈みこんでいた。

ドアを開けてくれた運転手と手を貸

してくれたボブの助けでリムジンを降
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りると、運転手はボブにショッピング

バッグを手渡し、車は去っていった。

アパートの建物に入ったところで、

ボブが言った。

「ちょっと、ここで待ってて」

彼は、階段を駆け上がると、自分の

部屋の中にショッピングバッグを投げ

入れた。

そして、ドアを開けっ放しにしたま

ま、また階段を駆け下りてきた。

「俺の花嫁に、歩いて入らせるわけに

はいかないだろ」

そう言うと、僕の脚に腕をかけ、そ

れを払うようにして、抱き上げた。

「あっ‥‥、ボビー」

僕は、驚いた笑顔で彼を見つめ返し

ていた。

ボブは、軽々と僕を運び上げ、部屋

の入口を入ると、足でドアを閉めた。
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ボブの腕の中で、僕はそれを当然の

ことのように受けとめていた。心が落

ち着き、安心に守られている気がした。

ところが、ボブは、そこで僕を降ろ

さず、そのまま、ベッドルームまで運

んだ。そして、僕を、ベッドの上にそ

っと降ろした。

「ステーシー、ずっと、こんな時を待

ってたんだ」

ボブは、そう言いながら、僕の方に

体を傾けてきた。

僕らは、突然、あのダンスフロアに

戻っていた。

でも、今度は、酔っぱらってはいな

かった。芝居しているのでもなかった。

ボブは、自分の気持ちを確かめるよ

うにゆっくりと唇を押しつけてきた。

僕の唇も、それに応えていた。

お互いの唇が求め合いつづける中、

ボブの靴が床に落ちる音が聞こえた。
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そして、その体重がベッドに沈み込む

のを感じた。

ボブの舌が口の中に入ってきたと

き、そこにはもう、なんのためらいも

尻込みもなかった。

僕の内なるブライアンは、今や沈黙

し、その瞬間を受け入れていた。僕が

ステーシーとして、その夫からのキス

を受け入れる瞬間を。

ボブは、その鍛えられた逞しい手を

僕のドレスのすそへと運び、レースの

ストッキングに包まれた脚の上を這わ

せはじめた。

唇を僕の頬の上に走らせ、耳たぶを

軽く噛んだあと、今度はそれを首筋へ

と移動させた。

僕はもう、それだけで耐えられず、

体をのけぞらせ思わず声をあげてい

た。自らの耳に届くその声は、ステー

シーの声だった。
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僕に押しつけられたボブのタキシー

ドのズボンの中に、硬いかたまりを感

じた。

僕は、華奢な指先をそこに這わせて

いた。僕の手の下でボブのペニスがさ

らに大きくなるのを感じ、僕は、おず

おずと、そこを握りしめていた。

まだ唇を強く合わせたままの状態

で、ボブは、僕の口の中に向かってあ

えいだ。

「ああ～、感じるよ、ステーシー」

お互いの舌をからめ、探り合いなが

ら、ボブは言った。

僕にはもう、何が正しいとか、何を

しているとか、そんなことはどうでも

よくなっていた。なぜ僕はこんなふう

に感じるのか、なぜこんなことで興奮

するのか、なぜ奮い立つボブのペニス

を見たいと思っているのか‥‥その理

由を知りたいとも思わなかった。
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ただ、今の僕にわかっているのは、

僕の手の中でボブのペニスが硬くなる

のがうれしいということ、そして、ズ

ボンの生地がその喜びをじゃましてい

るということだった。

ボブの手で愛撫されつづけ、お互い

の舌をからみ合わせつづけ、僕は、熱

に浮かされたようにボブのタキシード

のブッシュベルトをはぎ取り、ズボン

のボタンをはずしていた。そして、な

んの恥ずかしささえ感ぜず、ボブのボ

クサーズパンツの中に手を滑り込ませ

た。僕の細い指で包むように持つと、

ボブの肉棒は、さらに熱く、さらに硬

くなった。

ボブのうめき声は、同じようにエク

スタシーの高まりにもだえながら漏ら

した、僕の声と混ざり合った。

さらに次のことを求めた僕は、いっ

たんその手を離し、ボブを仰向きにさ
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せた。僕の長い爪が、ボブのサスペン

ダーにかかり、それをはずした。ボブ

は腰を浮かし、ズボンとパンツを一度

に下ろすのに手を貸してくれた。

その輝かしいペニスは、解き放たれ、

天井に向かっていきり立つように弾ん

でいた。

「輝かしい」という言葉は、このた

めにあるのだろうと僕は思った。

これまでの人生で、僕は、自分自身

の情けないものを、標準だと思って使

ってきた。

それに比べ、ボブのペニスは、均整

のとれた彫刻のような体の上で、巨大

に、誇り高く、力に満ちてそびえ立っ

ていた。それは、ほとんど、畏怖や崇

拝の対象に値するものだと、僕には感

じられた。

その先で、ビーズのようにきらきら

光るしずくが一滴、こぼれ落ちそうに
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なっていた。不思議なことに、その一

滴が、僕のさみしがりやの赤い唇を呼

んでいる気がした。

とても実際に起こっていることだと

は思えない、非現実的なことだった。

でも、僕は、ボブのペニスの先に自ら

の唇を触れ、さらにそれを開いて、包

み込んでいった。

その一滴の味は、僕の欲情をさらに

煽った。

拘束された僕自身のペニスは、その

狭い牢獄の中で身もだえていたが、体

全体に欲望がうずいた。

僕は、ボブのシャフトをふくんだ口

をゆっくりと下ろしていきながら、僕

のしていること自体に、そして、こん

な太いものをくわえても息がつまなら

ないことに驚いていた。

ボブのペニスが、僕ののどの奥に当

たった。それで僕は、いったん首をも
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たげ、もう一度さらに深く下ろした。

咽頭いっぱいに広がったボブのペニ

スは、今度こそ僕の呼吸を止めた。僕

はふたたび頭を上げ、少し空気を吸い

込んでからもう一度下ろした。

ボブの太くて硬いペニスが、僕の小

さな口とのどを満たした。鼻孔を通し

た呼吸さえむずかしくなっていたが、

それでも僕は、そのリズミックな上下

動をやめなかった。

僕は‥‥あたしは‥‥女。

そう感じることで、僕は、自分自身

のクライマックスの危険領域に近づい

ていた。

「待って」

突然、ボブがそう言い、僕の体を起

こした。

「そんなのはダメだよ。俺たちの初め

ての夜‥‥新婚初夜なのに、そんなの

じゃダメだ」
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ベニスから引き離されたことにうず

くようなさみしさを感じながらも、僕

は、僕の‥‥あたしのホビーが、カフ

スとシャツのボタンをはずすのを見て

いた。

裸になったボビーが、そんな僕の上

に覆いかぶさってきた。

「このままで‥‥、して」

ボブがウエディングドレスを脱がそ

うとしたところで、僕は短くそう言っ

ていた。そして、ナイトテーブルの上

にあった爪用のはさみをつまみ上げ、

彼に手渡した。

「それで、ここを‥‥」

そう言いながら、ドレスのすそをた

くし上げ、こうつけ加えた。

「気をつけて、ね」

僕のお尻のあたりから、ジョキジョ

キと布を切る感触と音が伝わってき

た。
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僕の‥‥あたしの夫、ボビーは、そ

のはさみを放り出すと、位置を変え、

僕の両脚を抱え上げた。

未だサテンのパンブスを履いた足先

を突き上げ、ストッキングの上までま

くれ上がったドレスを着たまま、僕の

そこは、ボブのものに向かってさらさ

れていた。

僕の下着にたった今開けられたその

穴のところに、ボブは、誇り高きペニ

スをあてがってきた。

その先から出た液のせいでつるつる

した熱い肉の先が、僕の括約筋を探り

当てた。

ゆっくりと、ボブはその体重を、僕

の中に向かってかけてきた。その容赦

ない力のなすがままに、僕のそこが開

いていく時、涙がこぼれる落ちるのを

感じた。

痛かった。でも、その激しい痛みは、
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それと同じくらいの悦びを伴ってい

た。これまで一度も感じたことのない

センセーションが体を貫いた。

‥‥もっと、来て！

僕は‥‥あたしは、そう望んでいた。

ボブの体がふたたび覆いかぶさり、

僕は、満たされるのを感じた。ボブの

ペニスは、僕の中にすっぽりと入り込

んでいた。

その感覚に、僕は泣いていた。でも、

けっしてそれがいやだからではなかっ

た。

僕は愛されていた。

僕は犯され、貫かれていた。僕の‥

‥あたしのボビーのもので。

あたしは‥‥女。

ボブが、ゆっくりとそれを引き抜き

かけた時、耐えられないほどの空虚さ

が僕を襲った。でも、すぐにボブが戻

ってきたことで、僕はふたたび満たさ
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れた。

ゆっくりと、しかし容赦なく、ボブ

がそれを抜き差ししはじめ、そのペー

スが徐々に速まっていった。

信じられないほど長さを増したその

ペニスを、できるかぎり深く受け入れ

たくて、僕がボブの動きに合わせて腰

を振り始めると、僕ら二人のもだえ声

は、さらに大きく響き合った。

ボビーの動きはピストンのように速

くなり、まるで僕の体をマットレスの

中へ打ち込むとでもいうように体全体

をぶつけてきた。その熱狂の下で、ベ

ッドがぎしぎし音を立てた。

「ステーシー。あい‥‥し‥‥てる」

「あー、あ、あっ、ホビー。あっ、あ

たし‥‥イキそう‥‥」

言ったときには、すでに遅かった。

ボブのペニスが、僕の奥深くで爆発

するのがわかった。次々に発射され注
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ぎ込まれる精液が、まるで溶岩のよう

に僕の内部を責め立て、僕はそのリズ

ムに合わせてそこを絞めていた。

体全体をわしづかみするようなオル

ガスムが、僕のすべての感覚を粉々に

砕いた。

パンティの股の間で後ろ向きに自分

自身の発射が起こっているのに気づ

き、僕は、ボブの脈打つペニスに完全

に抑え込まれ支配されている自分を感

じていた。

ボブのペニスがゆっくりとしぼみ、

出て行くときは、本当に悲しかった。

さっきまで彼が存在した場所に、ぽっ

かりと穴が空いてしまったような感じ

にとらわれた。事実、伸びきってしま

った僕のそこは、ボブの精子をとどめ

ておくことができず、股の間にそれを

しみ出させていた。

今、僕は‥‥あたしは、ボブに抱か



135/143

れたんだ。ボブに、セックスされたん

だ。

まだ僕の上に覆いかぶさったままの

ボブは、自分の唇を僕の唇に近づけ、

静かに重ねてきた。

そこにはもう、猛るような性急さも、

煮えたぎる欲望もなかった。

そのやさしさに満ちた唇は、いたわ

るように、僕の唇を癒した。

「愛してるよ、ステーシー」

「愛してるわ、あたしの‥‥だんな様」

ボブは、僕の隣に横たわり、僕たち

は静かに眠りに落ちた。

翌朝、僕らの間のことがらは、大き

く変わっていた。

ある意味不自然なことなのだけれ

ど、そこにはなんの不自然さもなかっ

た。

おはようのキスは、習慣でも演技で
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もなくなっていた。

合わせた唇や、触れあう体や、交わ

しあうまなざしの間には、慈しみと愛

があった。

昨夜、僕らがしていたことに対して、

語り合うことも、ましてや疑問を持つ

こともなかった。僕らは、そんなこと

は飛び越してしまっていた。

その代わり、僕らの間には、興奮と

希望の感覚や、疑う余地のない信頼が

あった。

そこには、新婚のような雰囲気と、

性的な高まりへの期待感が満ちてい

た。

フランとピーター夫婦を招いての素

敵なホームパーティが催される頃まで

には、ボビーと僕は、何度も夫婦とし

ての心のこもった交わりを持ち、完璧

にお互いの役になりきっていた。
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そして、そのパーティが終わり、二

人を送り出した時、ボブは、どこか悲

しげな顔をした。

「‥‥ついに、すべて終わったな」

ドアを閉めながら、ボブは、平坦な

声で言った。

たしかに、これで終わりだった。

僕も、少し前から、そのことについ

て考えていた。今、僕がステーシーで

ありつづける理由は何もない。まだボ

ブには話していなかったけれど、僕ら

のこの仮面劇を終わらせためのプラン

を話すべき時が来たのだろう。

もちろんそれは、そんなに簡単なこ

とではない。ことに、すでに会社に社

員がいることや、また、取引先のルー

トのほとんどがステーシーがらみであ

ることを考えるとなおさらだ。

僕は、不治の病か不慮の事故を擬装

し、ステーシーを葬り去ることを計画
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していた。

眉が生えそろい、以前の男の体重を

取り戻すため、僕がアパートに隠れて

いる間は、とりあえず僕の代わりに臨

時の従業員でも雇えばいいだろう。

そして、ほとぼりが冷めた頃、僕は

ブライアンとして「雇われる」のだ。

たぶん、誰も僕がステーシーだと気づ

かないだろう。

どう考えても、僕はブライアンに戻

らなければならない。そもそも、ステ

ーシーなどという名の女性は存在しな

いのだから。

これは、会社を軌道に乗せるための

芝居に過ぎなかったのだ。一時的なこ

となことだ。

妻としてのボビーとの交わりも、予

想外に成功してしまった実験‥‥それ

とも、まあ、ゲームのようなものだ。

そして、それは、僕がブライアンに戻
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れば、まちがいなくつづけていくこと

はできないものだ。

でも‥‥。問題は、僕がそのゲーム

を好きだということだった。

僕は、それが嫌いじゃない。ステー

シーであることが好きだ。ボビーの妻

であることが好きだ。

僕は、女であることが好きだった。

ボビーの前に立ち、その顔を見つめ

た瞬間、そんな考えがよぎり、僕は混

乱し、泣きそうになっていた。

もし僕がここで、ブライアンの声で

答えれば、そして、これ以降それをつ

づけるなら、もう元には戻れない。

僕の頭に、口紅を拭き取り、ハイヒ

ールを脱ぎ捨てている場面がよぎっ

た。そのあと、バスルームで髪を切り、

脱色している図を想像していた。

「楽しかったわ」

僕は、ステーシーの声で言っていた。
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「フランとピーターって、ほんとにい

い人たちね。またすぐに、お招きしま

しょうね」

僕がこれまでの線に沿ったセリフを

つづけていることがわかり、ボビーは、

じっとこちらを見返してきた。

その頭の中でも、さまざまな考えが

交錯しているのが見て取れた。

「迷ってるんだね」

ボブは、心配そうに言った。

「ボビー、あたし、どうしたらいいの

か‥‥」

僕は、ポフの前で、弱々しく立って

いた。これまでになく傷つきやすい自

分を感じていた。

「いいじゃないか、ステーシー」

ちょっとの間、考えるようにしたあ

と、ボブはそう言い、そのやさしい腕

の中に僕を抱き寄せた。

僕の迷いはさらに激しくなってい
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た。

一方の僕は、ボブの口から「もう少

しだけつづけてみよう」とか「とりあ

えずの間は」とか「なりゆきを見てみ

よう」とか、そんな言葉が出ることを

期待していた。でも、もう一方では、

一瞬たりとも、僕本来の性格を捨てき

れなかった。ボブが、そんな言葉もな

しに、なあなあでこの状況をつづけて

いくこともまた、恐れていた。

僕がそんな自分の考えにとらわれて

いると、ボビーは僕を、そんな思い煩

いの外に、軽々と連れ出した。

「ふー」

ボブは、腕の中の僕を落ち着かせる

ようにため息をついたあと、言った。

「いいじゃないか、このままで。僕は

君を愛してるんだから。だって、君は、

僕の妻なんだろ」

僕は、ボブの顔を見上げた。



142/143

そのまなざしの向こうには、まちが

いなく愛があった。

「あたしも‥‥愛してる」

僕はそうささやき、涙に震える唇を

近づけていった。僕の‥‥あたしの、

夫に。
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